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哲
学
専
攻

ア
ラ
ン
の
幸
福
論
に
つ
い
て 

谷　

睦
未

ド
ゥ
ル
ー
ズ
に
お
け
る
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
と
リ
ト
ル
ネ
ロ

 
内
田　

貴
大

人
は
な
ぜ
ケ
ア
を
す
る
の
か 
岩
﨑　
　

遊

実
存
主
義
に
お
け
る
モ
ラ
ル
論
に
つ
い
て 

大
石　

圭
介

な
ぜ
神
の
存
在
論
的
証
明
は
論
理
的
整
合
性
を
失
わ
な
い

の
か 

⻆
野　

行
哉

両
義
性
と
可
逆
性 

メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
身
体
論
と
そ

の
射
程 

北
村
佳
付
真

『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
に
お
け
る
ミ
メ
ー
シ
ス
概
念
の
在
り

方
に
つ
い
て 

佐
竹　

範
子

笑
い
論

〜
ベ
ル
ク
ソ
ン
、
フ
ロ
イ
ト
、
バ
フ
チ
ン
の
思
想
を
調
和
さ

せ
る
試
み
〜 

津
田　

康
平

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
の
思
想
的
断
絶
に
つ
い
て

 

中
川　

瑠
璃

ガ
ダ
マ
ー
解
釈
学
に
お
け
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
理
解
に
つ
い
て

ガ
ダ
マ
ー
・
デ
リ
ダ
論
争
よ
り 

中
里　

有
貴

デ
カ
ル
ト
の
形
而
上
学 

中
村　

緋
乃

時
間
の
経
過
に
お
け
る
自
我
の
同
一
性
に
つ
い
て

―
ベ
ル
ク
ソ
ン
時
間
論
か
ら
の
考
察
― 

八
木　

仁
美

他
者
を
助
け
る
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か 

谷
村　

侑
子

現
象
学
と
自
己
喪
失 

松
宮　

陽
平

他
者
と
自
我 

三
原
成
三
郎

西
田
哲
学
に
お
け
る
自
己
の
探
求 

大
石　

卓
矢

現
代
社
会
に
お
け
る
最
善
説
の
意
義
に
つ
い
て 

佐
古　

大
地

言
葉
へ
の
応
答

―
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る「
言
葉
と
の
呼
応
的
対
話
」を
通
し
て
―

 

菅
沼　

佑
次

心
・
身
体
・
外
界
の
三
者
関
係
に
つ
い
て 

棚
原　

瑞
希

哲
学
者
が
見
る
教
育
と
現
代
の
教
育 

塚
本　

旭
彦

他
者
論
に
お
け
る
ミ
ラ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
の
射
程

と
そ
の
展
望 

長
谷
川　

奨

理
性
の
基
礎
づ
け
に
つ
い
て

―
実
存
論
的
視
点
か
ら
の
解
釈
― 

畑　
　

朋
宏

「
真
の
自
己
」
を
問
う
と
い
う
こ
と

―
上
田
閑
照
に
よ
る
『
十
牛
図
』
解
釈
か
ら
み
る
自
己
実
現
論
―

 

坂
野
百
合
子

後
悔
に
つ
い
て 
松
石
勇
太
郎

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
け
る
自
己
の
尺
度
と
負
の
感
情
に
つ

い
て 

吉
永　

恒
輝

実
用
性
と
芸
術
性
の
狭
間
か
ら
見
る
建
築
の
本
来
性

 

鷲
足　

遥
平

動
物
倫
理
の
視
点
か
ら
見
る
人
間
存
在
に
つ
い
て
。

 

北
中
実
希
子

日
本
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
倫
理
学
に
つ
い
て 

毛
塚　
　

允

死
の
扱
わ
れ
方
に
つ
い
て 

佐
伯　

ま
や

「
か
ざ
り
」
か
ら
見
る
「
あ
そ
び
」
の
要
件 

永
島　

崇
史

人
間
の
生
の
尊
さ
の
根
拠
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
か

―
認
知
症
患
者
と
そ
の
ケ
ア
か
ら
考
え
る
― 

西
野　
　

蘭

〈
動
物
〉の
倫
理
に
お
け
る
功
利
主
義
の
限
界
と
共
感
可
能
性

 

丸
草　

慶
人

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス 

〜
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
〜 

岡
本　

捷
平

初
期
ギ
リ
シ
ア
哲
学　

タ
レ
ス 

鈴
木　

杏
奈

川
上
哲
治
の
野
球
哲
学 

髙
木　

一
希

哲
学
者
サ
ル
ト
ル
に
お
け
る
実
存
の
研
究 

安
田　

貴
将

ベ
ン
サ
ム
功
利
主
義
に
お
け
る
少
数
者
の
自
由

 

足
利
三
智
子

Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
自
由
論
』
に
お
け
る
自
由
原
理
の
合
目

的
性
に
つ
い
て
の
検
討 

東　
　

麗
美

リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
が
捉
え
る
自
己
所
有
権
に
つ
い
て
の

検
討 

綾
城　

那
美

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
倫
理
的
徳
に
つ
い
て 

石
澤　
　

葵

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
け
る
自
己
愛
と
他
者
愛 

岩
﨑　

玲
奈

自
殺
論
お
よ
び
そ
の
背
景
思
想

―
ト
マ
ス
と
ヒ
ュ
ー
ム
の
対
比
を
通
じ
て
― 

溝
口　
　

英

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
倫
理
学
に
お
け
る
幸
福
の
概
念

 

森
下　

響
暉

二
〇
一
四
年
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安
楽
死
は
い
か
に
し
て
肯
定
さ
れ
う
る
か 

田
中　

宏
史

ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
に
お
け
る
公
共
性
の
概
念

―
言
葉
の
困
難
に
際
し
て
― 

片
石　

瑞
恵

脳
死
臓
器
移
植
の
た
め
に
Ｄ
Ｄ
Ｒ
は
破
棄
さ
れ
る
べ
き
か

―T
ru

og

とM
iller

の
Ｄ
Ｄ
Ｒ
撤
廃
論
の
検
討
―

 

林　
　

梨
夏

専
門
職
と
し
て
の
司
書
職
と
日
本
の
公
共
図
書
館

 

松
岡　

愛
香

　

 

　

教
育
人
間
学
専
攻

　

 

　

『
グ
リ
ム
童
話
集
』
に
お
け
る
兄
と
妹
の
登
場
す
る
メ
ル

ヘ
ン
の
人
間
学
的
考
察 

石
丸
可
奈
子

人
は
な
ぜ
Ａ
Ｋ
Ｂ
４
８
に
惹
か
れ
る
の
か

―
Ａ
Ｋ
Ｂ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
教
育
人
間
学
的
考
察
―

 

内
田　

光
紀

教
育
者
吉
田
松
陰
の
今
日
的
意
義

―
教
育
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
連
携
― 

浦
野
幸
一
郎

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
教
育
思
想

―
幼
児
教
育
の
実
践
・
展
開
― 

加
計　

道
佳

『
グ
リ
ム
童
話
集
』
に
お
け
る
「
母
親
が
転
生
す
る
話
」

の
教
育
人
間
学
的
考
察 

澤
田
あ
ず
さ

薄
れ
ゆ
く
食

―
い
の
ち
を
食
べ
る
人
間
の
営
み
を
捉
え
直
す
― 

伊
藤　

嘉
宣

自
己
の
多
面
性
と
一
貫
性

―
そ
の
共
存
の
可
能
性
を
探
る
― 

鵜
飼　

理
子

服
装
と
個
性
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
考
察

―
鷲
田
清
一
の
衣
服
論
を
て
が
か
り
に
し
て
― 

大
林　

洋
平

人
間
の
成
長
に
つ
い
て

―
「
ヒ
ト
」
で
は
な
く
「
人
」
と
な
る
に
は
― 

尾
垣　

義
之

「
か
な
し
み
」
を
取
り
戻
す

―
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
越
え
て
― 

奥
村　

美
奈

幸
せ
を
感
じ
る
と
い
う
こ
と

―
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
を
手
が
か
り
に
し
て
― 

楠　
　

千
尋

現
代
に
お
け
る
自
己
実
現
と
は

―
マ
ズ
ロ
ー
の
自
己
実
現
理
論
を
手
が
か
り
に
し
て
―

 

竹
松　

杏
子

自
由
な
学
び
と
は
何
か

―
サ
ド
ベ
リ
ー
・
バ
レ
ー
・
ス
ク
ー
ル
を
手
が
か
り
に
―

 

知
土　

崇
俊

人
間
に
と
っ
て
「
美
」
と
は

―
バ
タ
イ
ユ
の
思
想
を
手
が
が
り
に
― 

中
島　

綺
音

「
在
る
」
と
い
う
こ
と

―
生
き
る
意
味
に
つ
い
て
の
一
考
察
― 

中
村　

珠
久

生
徒
指
導
に
関
す
る
一
考
察

―
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
―

 

林　
　

春
菜

デ
ジ
タ
ル
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ
時
代
を
ア
ナ
ロ
グ
に
生
き
る 

―
ケ
ー
タ
イ
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の

一
考
察
― 

林
田　

香
乃

ス
ポ
ー
ツ
の
意
味
を
考
え
る

―
人
間
形
成
の
視
点
か
ら
― 

八
代　

和
真

人
間
が
聖
地
に
赴
く
意
味

―
熊
野
詣
を
通
し
て
の
一
考
察
― 
吉
川　

明
子

日
本
の
学
校
教
育
と
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
の
比
較
検
討

―
個
に
応
じ
た
取
り
組
み
に
視
点
を
当
て
て
― 

浅
井　

良
樹

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
現
状
と
今
後

―
大
学
か
ら
高
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
問
い
直
す
―

 

浅
田
す
み
れ

子
ど
も
に
必
要
な
学
力 

岩
田　

茉
緒

発
達
障
害
を
も
つ
生
徒
に
対
す
る
支
援

―
中
学
校
に
お
け
る
支
援
と
そ
の
後
― 

大
原　
　

惟

名
古
屋
市
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
事
業
と
学
童
保
育
の

今
後
の
発
展
可
能
性 

齋
藤　

雄
也

生
徒
の
相
談
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
の
教
師

―
信
頼
関
係
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
― 

澤
田　
　

楓

言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
つ
い
て
の
現
状
と
そ

の
育
て
方 

土
井
真
衣
子

不
登
校
生
徒
の
理
解
と
支
援

―
中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
生
徒
へ
の
支
援
と
居
場
所
―

 

中
川　

春
登

自
己
肯
定
感
と
思
春
期
の
母
子
関
係

―
青
年
期
に
お
け
る
母
親
と
の
出
会
い
直
し
― 

福
田　
　

優

青
年
の
政
治
意
識
と
政
治
参
加
の
回
路

―
大
学
生
の
社
会
運
動
に
焦
点
を
当
て
て
― 

藤
岡　

智
海

青
年
期
に
お
け
る
自
傷
行
為
と
自
己
形
成

―
中
学
校
か
ら
大
学
の
変
容
プ
ロ
セ
ス
― 

森
田　

翔
子

公
教
育
に
お
け
る
教
育
格
差
の
是
正

〜
学
校
教
育
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
導
入
の
観
点
か
ら
〜

 

栁　
　

大
地

子
ど
も
の
う
そ
と
付
き
合
う
大
人

―
日
曜
学
校
の
取
り
組
み
か
ら
― 

河　
　

美
善

真
剣
に
生
き
る
と
は
。

―
サ
ッ
カ
ー
へ
の
専
心
体
験
を
通
し
て
― 

赤
松　

知
明
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人
生
の
後
悔
を
乗
り
越
え
て
生
き
る
に
は

〜
祖
母
の
死
を
通
し
て
の
一
考
察
〜 

奥
村
有
寿
紗

諦
め
る
心
を
乗
り
越
え
る
に
は

―
否
定
的
な
目
的
を
持
つ
生
き
方
の
改
善
に
む
け
て
―

 

岸
本　

瑞
妃

「
良
い
」
母
親
と
は
何
か 

北
原　

明
己

自
分
に
と
っ
て
の
「
あ
た
た
か
い
人
」
を
失
っ
た
後
、
人

は
ど
う
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
か 

笹
川　

鳩
未

競
争
社
会
に
お
い
て
自
分
ら
し
く
生
き
る
と
は 

藤
岡　

麻
子

「
家
業
」
を
継
ぐ
と
い
う
こ
と 

古
藪　
　

舜

人
間
形
成
に
お
け
る
ト
イ
レ
の
意
味
に
つ
い
て 
前
田　

夏
希

家
族
関
係
を
通
し
て
の
人
間
形
成

―
き
ょ
う
だ
い
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
― 

吉
田　

有
彩

「
自
分
ら
し
さ
」
と
は
何
か 

和
田
く
る
み

ス
ポ
ー
ツ
心
理 

粟
根　

充
哉

「
私
」
と
い
う
人
間
を
考
え
る 

関
岡　

真
衣

諺
と
人
間

―
日
本
的
、
西
洋
的
精
神
構
造
の
在
処
― 

常
木　

光
子

自
己
の
教
育
人
間
学
的
分
析

―
自
分
の
す
べ
て
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
― 

石
川　
　

舞

家
族
分
析

―
新
し
い
関
係
を
目
指
し
て
― 

太
田　

拓
弥

人
間
の
意
思
決
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

―
集
団
に
お
け
る
意
思
決
定
に
焦
点
を
当
て
て
―

 

奥
田　

康
介

生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む

―
自
己
肯
定
感
を
育
て
る
教
育
― 

酒
井　

綾
子

家
族
の
仮
面
に
迫
る 

隅
野　

沙
弥

青
年
期
の
自
己
成
長 

〜
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
に
着
目
し
て
〜 

武
田　

紗
樹

子
ど
も
の
愛
着
形
成

―
私
と
祖
母
と
の
関
係
の
一
考
察
― 

中
村　

早
織

「
甘
え
」
と
の
つ
き
あ
い
方 

水
谷　
　

遥

私
の
存
在
価
値

―
他
人
へ
の
違
和
感
を
手
が
か
り
に
― 

村
井　

瑠
美

非
行
と
家
庭
環
境 

安
井　

健
太

言
葉
に
で
き
な
い
私
を
探
す 

安
澤　

由
起

M
O

T
H

E
R

 

韓　
　

承
憙

　
　

日
本
文
学
専
攻

　
　万

葉
集
に
お
け
る
磐
代
信
仰 

寳
里　

有
夏

古
事
記
に
見
る
ス
サ
ノ
ヲ
の
神
性 

松
本　
　

寛

『
万
葉
集
』
巻
十
三
・
三
二
四
五
〜
三
二
四
七
番
歌
考

 

池
田　

愛
依

万
葉
集
一
六
○
番
歌
の
結
句
の
訓
に
つ
い
て
の
考
察

 

伊
藤　

佑
仁

万
葉
集
巻
十
・
二
〇
六
五
番
歌
「
玉
」
考 

田
中　
　

萌

万
葉
集
巻
十
・
二
〇
四
一
番
歌
お
よ
び
二
〇
六
三
番
歌
考

―
類
想
歌
と
し
て
の
二
首
― 

富
永
早
也
香

万
葉
集
「
も
み
ち
」
考　

―
巻
十
・
二
二
〇
五
番
歌
を
中
心
に
― 

林　

ひ
か
り

万
葉
集
巻
一
・
三
三
番
歌
に
お
け
る
「
国
つ
御
神
の
う
ら

さ
び
て
」
考 
松
井　

千
祐

『
古
事
記
』
に
お
け
る
月
讀
命
―
そ
の
役
割
と
性
質

 

森
下　

美
奈

『
伊
勢
物
語
』
に
お
け
る
惟
喬
親
王
に
つ
い
て
の
考
察

 

鈴
木　

希
実

『
夜
の
寝
覚
』
の
中
の
君
と
「
月
」
の
関
係
に
つ
い
て
の

考
察 

星
屋　

玲
子

『
源
氏
物
語
』
の
空
蝉
と
い
う
女
性
に
つ
い
て 

山
村　

実
香

文
学
か
ら
見
る
狐
信
仰 

川
津　

康
将

鬼
の
描
き
方
か
ら
見
る
『
貴
船
の
本
地
』 

新
村
奈
穂
子

江
戸
戯
作
に
お
け
る
画
文
の
交
歓 

徳
本
真
由
子

異
常
出
生
譚
「
桃
太
郎
」
に
つ
い
て 

柳
原　

美
沙

北
斎
の
浮
絵 

田　
　

承
恩

松
谷
み
よ
子
『
ち
い
さ
い
モ
モ
ち
ゃ
ん
』
論 

金
森　

千
実

筒
井
康
隆
「
時
を
か
け
る
少
女
」
論 

工
藤　

俊
介

田
辺
聖
子
『
愛
の
幻
滅
』
に
つ
い
て 

米
原
ち
ひ
ろ

中
上
健
次
『
枯
木
灘
』
論 

若
林　

祐
輔

湊
か
な
え
『
母
性
』
論 

青
島
佳
お
り

宮
崎
吾
朗
「
コ
ク
リ
コ
坂
か
ら
」
論 

内
田　

朝
美

山
田
風
太
郎
「
戦
中
派
不
戦
日
記
」
論 

榎
原　

千
佳

金
原
ひ
と
み
『
蛇
に
ピ
ア
ス
』
論 

髙
月　

未
来

伊
坂
幸
太
郎
作
品
に
お
け
る
復
讐
譚 

火
宮　

寿
里

三
島
由
紀
夫
「
禁
色
」
論 

藤　

真
知
恵

「
私
の
男
」
に
お
け
る
淳
悟
と
花
の
家
族
観
と
男
女
観
に

つ
い
て 

虫
鹿　

正
隆

宮
崎
駿
の
戦
争
観
と
そ
の
作
品
に
お
け
る
戦
争
表
現
に
つ

い
て 

山
本　

千
尋

宮
本
輝
「
泥
の
河
」
論 

荊　
　

旭
陽

坂
口
安
吾
の
桜
の
森 

金　
　

炫
志

吉
川
宏
志
『
青
蝉
』
論　

―
男
性
歌
人
が
詠
む
妊
娠
・
出
産
― 

山
本　
　

航
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宮
沢
賢
治
『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』
論 

清
瀬　

涼
子

向
山
貴
彦
『
童
話
物
語
』
登
場
人
物
か
ら
主
人
公
へ
の
影
響

― 
宗
教
と
神
話
の
観
点
か
ら
― 

有
山　

葉
子

宮
沢
賢
治
『
土
神
と
狐
』
論 

池
田
真
由
美

浅
田
弘
幸
『
テ
ガ
ミ
バ
チ
』
論 

岩
上　

理
佐

あ
ま
ん
き
み
こ
『
お
に
た
の
ぼ
う
し
』
論 

江
本　

有
希

森
見
登
美
彦
と
京
都
観 

柏
子
見
の
は
ら

尾
崎
放
哉
論 

川
口　

奈
菜

「
家
族
ゲ
ー
ム
」
論 

笹
沼　

彩
花

佐
藤
春
夫
「
田
園
の
憂
鬱
」
論

―
妻
と
作
家
の
文
学
― 
新
立　

隼
也

小
川
未
明
『
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
』
論

―
お

さ
ん
と
お
婆
さ
ん
を
中
心
に
― 

髙
木　

佑
果

小
林
多
喜
二
「
独
房
」
論 

田
向　

麻
耶

『
女
王
蜂
』
の
道
具
の
効
果
と
個
々
の
愛
に
つ
い
て

 

田
中　

亜
実

M
agica Q

u
artet 『

魔
法
少
女
ま
ど
か
☆
マ
ギ
カ
』
論

 

南
塚　

亜
輝

北
園
克
衛
『
白
の
ア
ル
バ
ム
』
論

―
デ
ザ
イ
ン
の
拠
所
に
つ
い
て
― 

森　

あ
や
ね

司
馬
遼
太
郎
が
作
り
上
げ
た
沖
田
総
司
像 

朴　
　

志
賢

芥
川
龍
之
介
『
桃
太
郎
』
論 

藏
本
宗
太
朗

樋
口
一
葉
『
十
三
夜
』
論 

淺
野　

李
帆

二
人
の
稚
児
論 

石
田　

和
大

江
國
香
織
の
描
く
〈
愛
〉

―
「
デ
ュ
ー
ク
」・「
草
之
丞
の
話
」
よ
り
― 

石
橋　

典
子

谷
崎
潤
一
郎
『
少
将
滋
幹
の
母
』
論 

圓
月　

星
子

坂
口
安
吾
「
白
痴
」
論 

大
西　

洋
平

沢
野
久
雄
「
夜
の
河
」
論 

兼
島　

千
明

『
人
間
失
格
』
論 

亀
永　

和
希

三
島
由
紀
夫
『
春
子
』
論 

亀
村　

真
惟

遠
藤
周
作
『
海
と
毒
薬
』
論 

木
原　

啓
佑

三
島
由
紀
夫
『
金
閣
寺
』
論 

久
保
田
み
き

宮
澤
賢
治
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』
論 

黒
田
優
里
香

谷
川
俊
太
郎
論 

小
林　

綾
佳

庄
司
薫
『
赤
頭
巾
ち
ゃ
ん
気
を
つ
け
て
』
論 

髙
木　

俊
元

堀
辰
雄
『
風
立
ち
ぬ
』
論 

西
川　

千
晶

梶
井
基
次
郎
論 

西
郡　

麻
央

村
上
春
樹
『
氷
男
』
論 

三
浦　
　

歩

芥
川
龍
之
介
「
雛
」
論 

山
田
奈
生
子

宮
沢
賢
治
「
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
」
論 

松
田　

和
香

千
早
茜
『
白
梅
虫
』
論 

矢
尾　

文
奈

中
島
敦
『
山
月
記
』
論 

岩
元　

俊
隆

大
鏡
の
藤
原
道
長
像

―
怪
異
譚
か
ら
読
み
取
る
大
鏡
― 

内
橋　

裕
人

『
大
鏡
』
研
究

―
侍
の
「
語
り
」
を
中
心
に
― 

小
日
置　

愛

『
大
鏡
』「
道
隆
伝
」
の
研
究 

白
鳥　

智
裕

『
大
鏡
』「
兼
家
伝
」
の
考
察 

谷
口　
　

凌

畳
語
型
オ
ノ
マ
ト
ペ
と
リ
型
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
使
用
実
態

 

杉
尾　

千
晶

接
尾
辞
「－

ぽ
い
」
に
つ
い
て
の
研
究 

竹
迫　

千
春

「
脚
本
」
の
類
義
語
の
使
用
実
態
に
つ
い
て 
田
中　

里
彩

謝
罪
表
現
の
研
究 
豊
島　

有
希

明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
外
来
語
表
記
の
研
究 

藤
本　

能
史

類
義
の
擬
態
語
「
あ
っ
さ
り
」「
さ
っ
ぱ
り
」「
す
っ
き
り
」

に
つ
い
て 

山
本
万
里
菜

言
葉
に
対
す
る
意
識
調
査 

横
場　

郁
湖

教
材
「
山
月
記
」
の
語
彙
研
究 

渡
邉　

早
紀

接
尾
辞
「
が
る
」
の
研
究 

李　

エ
ス
ル

江
戸
時
代
に
お
け
る
心
中
物
に
つ
い
て
の
考
察 

相
澤　

寧
々

「
宇
治
の
橋
姫
」
考

―
『
伽
婢
子
』
を
中
心
に
― 

居
川　

珠
子

ア
ワ
シ
マ
明
神
と
ひ
な
流
し
に
つ
い
て
の
研
究 

宇
垣　

琢
朗

口
裂
け
女
の
誕
生
に
関
す
る
考
察 

大
坪　
　

理

『
北
越
奇
談
』
に
見
る
「
橘
崑
崙
」
の
人
物
像 

神
吉　

絢
子

鹿
の
鏡
井
戸
伝
説
の
研
究 

下
田　

佳
奈

夢
枕
獏
『
陰
陽
師
』
の
安
倍
晴
明
と
源
博
雅 

田
淵
穂
野
花

神
木
と
し
て
の
桜 

―
『
孝
子
桜
』
の
伝
説
を
中
心
に

 

津
倉
は
る
な

大
阪
北
摂
地
方
の
「
二
恨
坊
火
」
伝
承
の
研
究 

二
木
満
理
奈

「
猫
の
踊
り
」
伝
承
と
手
拭
い
の
関
係
性 

森
岡　

幸
乃

　
　

中
国
文
学
専
攻

　
　『礼

記
』
の
喪
礼
と
祖
先
祭
祀
に
つ
い
て

―
儀
礼
の
伝
統
性
を
考
え
る
―　
　

 

植
田　

惠
子

『
詩
経
』
に
お
け
る
服
飾
品
の
色
彩
描
写

―
歌
謡
で
の
「
あ
な
た
」
の
表
現
と
し
て
― 

大
塚　

実
咲

孟
子
晩
年
の
心
境
に
つ
い
て 

大
畠　
　

愛

水
戸
学
の
尊
皇
攘
夷
思
想
に
影
響
を
与
え
た
中
日
の
思
想

 

桜
井　

尚
貴

曇
鸞
と
道
教
の
関
係 

佐
藤　

正
和
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「
離
魂
記
」
と
魂 

田
所　

貴
久

ド
ラ
マ
に
見
る
、
中
国
の
結
婚
事
情 

赤
根
川
友
里

『
捜
神
記
』
に
お
け
る
北
斗
星
と
南
斗
星
の
考
察

―
生
死
を
司
る
二
星
の
神
― 

一
瀬　

遥
菜

蒲
松
齢
と
『
聊
斎
志
異
』

―
花
妖
譚
を
中
心
と
し
て
― 

鵜
川　

明
子

白
居
易
と
長
恨
歌 

大
井　

美
穂

『
聊
齋
志
異
』

〜
異
類
の
女
と
の
恋
愛
〜 

筧　
　

文
乃

中
国
と
そ
の
近
隣
諸
国
の
情
報
規
制 

丸
藤　

詩
織

山
海
経
に
登
場
す
る
妖
怪
に
つ
い
て 
上
西　

史
高

『
列
仙
傳
』
の
中
の
仙
人
像 
宮
本　

紗
代

「
か
ん
ざ
し
」
と
女
性

―
『
全
唐
詩
』
に
お
け
る
頭
部
装
飾
品
の
表
現
― 

横
尾　

聡
美

「
う
ぶ
め
」
に
見
る
中
国
伝
来
の
妖
怪
文
化
に
つ
い
て

 

福
山　

あ
い

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
中
華
系
移
民
の
問
題 

若
尾　

彩
加

北
京
に
お
け
る
大
気
汚
染 

浅
井　

泰
介

メ
デ
ィ
ア
で
の
曹
操
の
移
り
変
わ
り
と
作
者
の
想
い

 

伊
藤
佳
菜
子

中
国
人
富
裕
層
の
ブ
ラ
ン
ド
志
向

―
「
富
二
代
」「
富
三
代
」
の
未
来
― 

影
山　

夏
実

中
国
に
お
け
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
人
気

―
姚
明
が
果
た
し
た
役
割
― 

木
下
絵
里
加

日
本
食
文
化
を
中
国
に
伝
え
る 

御
領　

友
貴

中
国
戸
籍
問
題
に
よ
る
都
市
民
・
農
村
民
の
格
差
と
そ
の

解
決
策
を
考
え
る 

坂
本　

夏
海

一
人
っ
子
政
策
に
つ
い
て 

髙
須　

智
司

『
三
国
志
演
義
』
に
お
け
る
荊
州
の
重
要
性 

中
田　

健
太

中
国
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策

〜
中
国
の
サ
ッ
カ
ー
は
な
ぜ
W
杯
に
出
場
で
き
な
い
の
か
〜

 

西
田　
　

萌

中
国
に
お
け
る
食
品
安
全
制
度
と
「
食
」 

樋
口　

侑
花

中
国
の
戸
籍
制
度
に
つ
い
て 

藤
橋　

里
奈

中
国
野
球
の
現
状
と
可
能
性

〜
日
本
の
プ
ロ
野
球
と
比
較
し
て
〜 

堀
井　

大
輝

台
湾
野
球
と
日
本
野
球
と
の
関
わ
り 

松
田　

侑
樹

現
代
中
国
に
お
け
る
食
品
安
全
問
題

〜
中
国
人
の
「
食
品
安
全
」
へ
の
意
識
〜 

宮
崎　

凌
輔

日
本
統
治
時
代
の
教
育
が
台
湾
に
与
え
た
影
響

〜
初
等
教
育
に
於
け
る
言
語
教
育
及
び
修
身
教
育
を
中
心
と

し
て
〜 

竹
内
裕
美
子

　
 

　

英
米
文
学
専
攻

 

　

A
n

im
al F

arm

豚
の
行
動
か
ら
み
る
支
配
者
と
マ
ス
メ

デ
ィ
ア 

久
積　

亮
介

E
. M

. F
orster, A

 R
oom

 w
ith

 a V
iew

研
究

―
登
場
人
物
の
役
割 

市
川　

恵
莉

E
. M

. F
orster, A

 R
oom

 w
ith

 a V
iew

 

研
究

―L
u

cy

が
得
た
も
の
と
登
場
人
物
の
影
響
力 

今
井　

智
賀

E
. M

. F
orster, A

 R
oom

 w
ith

 a V
iew

研
究

― 

価
値
観
と
精
神
的
成
長 
岡
野　
　

梓

O
scar W

ilde, T
h

e P
ictu

re of D
orian

 G
ray

研
究

―
ド
リ
ア
ン
・
グ
レ
イ
に
影
響
を
与
え
た
人
々
と
快
楽
主
義

 

岡
本　

裕
司

E
. M

. F
orster, A

 R
oom

 w
ith

 a V
iew

研
究

― room

とview

の
対
比
に
見
る
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
理
想

 

片
岡　

理
佐

W
illiam

 S
h

akespeare, R
om

eo an
d

 Ju
liet 

研
究

―
演
劇
の
た
め
の
技
巧 

北
川　

莉
帆

E
. M

. F
orster, M

au
rice

研
究 

行
天　

千
晴

G
eorge B

ern
ard S

h
aw

, P
ygm

alion

研
究

―
作
中
に
見
ら
れ
る
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
階
級
制 

坂
上　
　

諒

Jan
e A

u
sten

, P
rid

e an
d

 P
reju

d
ice

研
究

―
愛
に
対
す
る
価
値
観
の
比
較 

山
禄　

祐
華

E
. M

. F
orster, W

h
ere A

n
gels F

ear to T
read

 

と

A
 R

oom
 w

ith
 a V

iew

の
研
究

―F
orster

の
イ
タ
リ
ア
観
と
イ
ギ
リ
ス
観 

庄
司
あ
す
か

E
 .M

. F
orster, A

 R
oom

 w
ith

 a V
iew

に
お
け
る
理
想

の
人
間
像 

鈴
木　

菜
月

L
ew

is C
arroll, A

lice in
 W

on
d

erlan
d

, T
h

rou
gh

 

th
e L

ookin
g-G

lass

研
究

―
ア
リ
ス
物
語
に
反
映
さ
れ
る
ル
イ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
の
不
安

と
孤
独 

関　

奈
那
子

E
. M

. F
orster, A

 R
oom

 w
ith

 a V
iew

 

研
究

―
登
場
人
物
か
ら
見
る
階
級
思
想
と
恋
愛
観 

髙
森
ふ
く
美

E
. M

. F
orster, A

 R
oom

 w
ith

 a V
iew

 

研
究

―
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
階
級
意
識 

大
樂　

菜
摘

E
. M

. F
orster, A

 R
oom

 w
ith

 a V
iew

 

研
究

―
ル
ー
シ
ー
は
な
ぜ
自
身
のview

を
解
き
放
つ
こ
と
が
で

き
た
の
か 

趙　
　

蘭
水

Jan
e A

u
sten

, S
en

se an
d

 S
en

sibility

研
究

―
理
性
と
感
情
の
間
で
揺
れ
動
く
女
性
の
結
婚
観 

外
山　

史
織
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J. R
. R

. T
olkien

, T
h

e L
ord

 of T
h

e R
in

gs

研
究

―T
he L

ord of T
he R

ings

に
お
け
る
光
と
悪 

仲　
　

美
咲

T
h

e P
ictu

re of D
orian

 G
ray

研
究

魅
力
と
し
て
の
若
さ
と
美
し
さ
、
声
と
会
話 

中
村　

浩
司

E
. M

. F
orster, A

 R
oom

 w
ith

 a V
iew

 

研
究

―
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
の
役
割 

古
坂
和
佳
菜

L
ew

is C
arroll, A

lice in W
onderland and T

hrough

 th
e L

ookin
g-G

lass

研
究

―
ア
リ
ス
か
ら
気
づ
く
キ
ャ
ロ
ル
の
想
い 

前
川　

萌
子

E
. M

. F
orster, A

 R
oom

 w
ith

 a V
iew

 
研
究

―
ル
ー
シ
ー
の
成
長
と
ル
ー
シ
ー
を
取
り
巻
く
人
物
の
役
割

 
松
岡　

優
衣

E
. M

. F
orster, A

 R
oom

 w
ith

 a V
iew

研
究

―
ル
ー
シ
ー
の
選
択
と
成
長 

森　
　

実
央

J. M
. B

arrie, P
eter an

d
 W

en
d

y

研
究

―
バ
リ
が
描
い
た
「
子
ど
も
」
と
「
大
人
」 

渡
辺　

沙
羅

『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
に
お
け
る
思
想
の
変
化

と
そ
の
考
察 

長
澤　

智
彦

行
動
的
な
復
讐
者
ハ
ム
レ
ッ
ト

―
台
詞
の
解
釈
に
お
け
る
変
化
と
人
物
像
の
分
析
―

 

出
口　
　

遼

W
ilde

童
話
の
中
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン 

野
上
こ
の
り

『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
に
お
け
る
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
の
悪

 

三
上　

浩
平

“Th
e H

appy P
rin

ce

”
に
お
け
る
幸
福 

猪
飼　

麻
希

Ｃ
・
Ｓ
・
ル
イ
ス
、『
ナ
ル
ニ
ア
国
物
語
』
研
究

―
フ
ェ
ア
リ
ー
・
テ
ー
ル
と
し
て
書
か
れ
た
『
ラ
イ
オ
ン
と

魔
女
』
に
つ
い
て 

井
栗　

千
尋

『
ド
リ
ア
ン
・
グ
レ
イ
の
肖
像
』
に
お
け
る
快
楽
主
義
に

つ
い
て 

上
杉　

治
憲

T
h

e M
oon

 an
d

 S
ixpen

ce

研
究

―
主
人
公
を
通
し
て
み
る
作
者
の
理
想
の
生
き
方
に
つ
い
て
―

 

牛
島　
　

歩

「
地
下
室
」
に
お
け
る
裏
切
り 

奥
野
愛
里
香

M
au

rice

研
究

―
主
人
公
の
人
間
的
成
長
とForster

の
思
想
― 

勝
見　

彩
加

T
h

e P
ictu

re of D
orian

 G
ray

に
お
け
る
「
芸
術
と
魂
」

 

冨
田
美
沙
子

『
ド
リ
ア
ン
・
グ
レ
イ
の
肖
像
』
に
お
け
る
ワ
イ
ル
ド
の

魂
の
理
想 

東
影　

鈴
子

“Th
e H

appy P
rin

ce

”
研
究

―W
ilde

の
描
い
た
理
想
と
王
子
と
ツ
バ
メ
― 

平
井　

碧
衣

『
ド
リ
ア
ン
・
グ
レ
イ
の
肖
像
』に
お
け
る
ド
リ
ア
ン
の
変
化

 

古
川　

竣
介

O
scar W

ilde

の
童
話
に
お
け
る
自
己
中
心
性

― 

“Th
e H

appy P
rin

ce

”
を
中
心
に
― 

堀
川　
　

鈴

N
ever L

et M
e G

o

に
お
け
る
生
と
死

―
限
定
さ
れ
た
生
を
生
き
る
と
い
う
こ
と 

松
永　

亜
意

『
ド
リ
ア
ン
・
グ
レ
イ
の
肖
像
』
研
究

―
ド
リ
ア
ン
・
グ
レ
イ
の
快
楽
と
良
心
に
つ
い
て 

松
原　
　

蓮

『
月
と
6
ペ
ン
ス
』
に
お
け
る
人
間
の
矛
盾 

大
橋　
　

想

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
の
『
世
界
の
か
な
た
の
森
』
に
お

け
る
寓
意

―
自
然
と
文
明
の
共
存
を
め
ざ
し
て 
井
内
美
穂
子

M
ark T

w
ain

, A
d

ven
tu

res of H
u

ckleberry F
in

n

論〜
個
人
と
社
会
〜 

伊
藤　
　

雄

J. D
. S

alin
ger, T

h
e C

atch
er in

 th
e R

ye

研
究

―
ホ
ー
ル
デ
ン
の
成
長 

大
塚　

匡
一

F. S
cott F

itzgerald, T
h

e G
reat G

atsby

研
究

―
な
ぜ
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
が
グ
レ
ー
ト
な
の
か 

奥
山　

実
香

E
rn

est H
em

in
gw

ay, T
h

e O
ld

 M
a

n
 a

n
d

 th
e S

ea

研
究

―
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
が
主
人
公
サ
ン
チ
ャ
ゴ
に
託
し
た
想
い
―

 

加
納　

侑
士

A
n

n
e R

ice, In
terview

 w
ith

 th
e V

am
pire

研
究

―
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア
が
物
語
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

 

川
島　

幹
也

F. S
cott K

ey F
itzgerald, T

h
e G

reat G
atsby

研
究

 

河
内
慎
之
介

A
n

n
e R

ice, In
terview

 w
ith

 th
e V

am
pire

研
究

―
主
人
公
ル
イ
を
通
し
て
見
る
作
者
の
罪
悪
感
か
ら
の
解
放

 

河
原　

敬
三

ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ホ
ー
ソ
ー
ン
『
緋
文
字
』
論

―
ホ
ー
ソ
ー
ン
が
考
え
る
「
罪
」
― 

木
下　
　

恵

J. S
h

eridan
 L

e Fan
u

, C
arm

illa

研
究

―
語
り
の
手
法
が
も
た
ら
す
効
果 

小
林　

祐
樹

A
rth

u
r C

on
an

 D
oyle, A

 S
tu

d
y in

 S
carlet

論

 

佐
々
木
裕
隆

B
ram

 S
toker, D

racu
la

論

―S
toker

の
女
性
観
に
つ
い
て 

佐
々
木　

優
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レ
・
フ
ァ
ニ
ュ
の
『
カ
ー
ミ
ラ
』
研
究

―
主
観
的
な
語
り
に
隠
さ
れ
た
作
者
の
思
い
に
つ
い
て

 

篠
原　
　

輝

V
am

pire
小
説
に
お
け
る
女
性
像
の
考
察

―Stephenie M
eyer

のTw
ilight

を
中
心
に 

高
木　

彩
耶

Joseph
 S

h
eridan

 L
e Fan

u
, C

arm
illa

論 

―C
arm

illa

とL
au

ra
の
ロ
マ
ン
ス 

堤　
　

幹
加

A
n

n
e R

ice, In
terview

 w
ith

 th
e V

am
pire

論

―
苦
悩
の
末
に
作
家
が
見
つ
け
た
も
の
と
は
？ 

畑　
　

響
太

Ｐ
・
Ｌ
・
ト
ラ
ヴ
ァ
ー
ス
、「
メ
ア
リ
ー
・
ポ
ピ
ン
ズ
」

シ
リ
ー
ズ
研
究

―
子
ど
も
時
代
を
忘
れ
な
い
た
め
に 
畑　
　

早
織

B
ram

 S
toker, D

racu
la

論

―S
toker

に
よ
るN

ew
 w

om
an

の
定
義 

花
田
ま
な
か

R
obert L

ou
is B

alfou
r S

teven
son

, T
h

e S
tran

ge 

C
ase of D

r. Jekyll an
d

 M
r. H

yd
e

論 

早
田　

勇
介

S
teph

en
K

in
g

が
考
え
る
作
者
と
読
者
の
関
係
性

 

布
施
ひ
と
み

L
ou

isa M
ay A

lcott, L
ittle W

om
en

に
見
る
女
性
の

強
さ 

舩
田　

莉
子

D
racula

に
お
け
るB

ram
 Stoker

の
理
想 

山
﨑
菜
都
希

S
teph

en
 K

in
g, S

alem

’s L
ot

論

―
キ
ン
グ
が
考
え
る
理
想
の
父
親
像 

山
田　
　

晃

S
en

se an
d

 S
en

sibility

か
ら
み
るJan

e A
u

sten

の

結
婚
観 

横
田
百
合
香

K
w

aid
an

 

に
み
る
日
本
と
ケ
ル
ト
、
作
者
の
人
生

 

渡
邉
あ
や
な

S
tephen K

ing, S
alem

’s L
ot

（1975

）
論 

髙
津　

晃
大

V
iew

 of a H
u

m
an

’s P
erson

ality at B
attlefield in

 

T
h

e R
ed

 B
ad

ge of C
ou

rage 

新
井　

佑
矢

F
igh

tin
g again

st R
acism

 an
d L

ivin
g O

n
e

’s O
w

n
 

L
ife in

 T
h

e H
elp by K

ath
ryn

 S
tockett

 

光
本
め
ぐ
み

Im
portan

ce of R
etain

in
g th

e P
ost of L

iteratu
re 

in
 M

odern
 S

ociety P
erceived in

 F
ah

ren
h

eit 

451 by R
ay B

radbu
ry 

近
藤
裟
緒
理

F. S
cott F

itzgerald

’s C
on

sideration
 of th

e Jazz 

A
ge as a R

eaction
 to th

e G
en

teel T
radition

 in
 

T
h

e G
reat G

atsby 

曽
我　

大
悟

A
 B

iograph
ical A

n
alysis of C

h
aracterization

 in
 

B
reakfast at T

iffan
y

’s by T
ru

m
an

 C
apote

 

田
中　

芹
奈

T
h

e T
ru

e M
ean

in
g of L

on
elin

ess in
 O

f M
ice 

an
d

 M
en

 by Joh
n

 S
tein

beck 

松
田
真
之
介

L
isten

in
g to th

e G
h

ost

’s V
oice: T

h
e A

w
aken

in
g 

of A
aron

 in
 T

h
e B

egin
n

er

’s G
ood

bye by A
n

n
e 

T
yler 

松
本　

成
史

H
ow

 to L
ive in

 G
lobalism

: A
 S

tu
dy of 

In
terpreter of M

alad
ies by Ju

m
pa L

ah
iri

 

山
川　

純
矢

T
h

e F
u

n
ction

 a
n

d
 P

u
rp

ose of A
n

im
a

ls a
s 

C
h

a
ra

cters in
 G

eorge O
rw

ell
’s A

n
im

a
l F

a
rm

 
山
端　

真
理

A
 S

tu
dy of T

h
e H

obbit, or T
h

ere an
d

 B
ack 

A
gain

 V
iew

ed th
rou

gh
 J.R

.R
. T

olkien

’s L
ife 

an
d E

xperien
ces 

森　
　

梢
絵

A
 S

tu
dy on

 H
en

ry

’s Iden
tity th

rou
gh

 H
is 

R
elation

sh
ips in

 N
ative S

peaker by C
h

an
g-

R
ae L

ee 

方　
　

彩
源

T
h

e F
u

n
ction

 of C
olors in

 A
lice W

alker

’s T
h

e 

C
olor P

u
rple 

浅
田　

梨
紗

A
 S

tu
dy of P

rotagon
ist

’s G
reatn

ess in
 T

h
e 

G
reat G

atsby by F. S
cott. F

itzgerald

 

安
部
田
和
大

T
ou

gh

構
文
に
お
け
る
主
語
と
形
容
詞
と
補
文
の
関
係

性
に
つ
い
て 

池
田　

篤
史

派
生
的
結
果
構
文
に
お
け
る
結
果
述
語
の
認
可
条
件
に
つ

い
て 

井
上　

潤
平

T
im

e-aw
ay 

構
文
と
結
果
構
文
の
関
連
性 

金
谷　

勇
紀

T
h

e T
em

poral R
elation

s betw
een

 M
ain

 C
lau

ses 

an
d S

u
bordin

ate C
lau

ses 

北
野　

晴
香

T
h

ere

構
文
の
定
性
制
約
に
つ
い
て 

嶋
守　

拓
哉

結
果
構
文
に
お
け
る
日
本
語
と
英
語
の
容
認
度
の
違
い

 

髙
橋
加
奈
代

結
果
構
文
に
お
け
る
本
動
詞
と
結
果
述
語
の
複
合
に
つ
い
て

 

真
鍋　
　

悠

N
u

rsery R
h

ym
es

に
お
け
る
死
の
表
象 

石
原　

理
沙

　
　

日
本
史
学
専
攻

　
　律

令
制
下
に
お
け
る
女
帝
の
即
位 

浅
野　
　

咲

律
令
国
家
に
お
け
る
蝦
夷
政
策
の
展
開

―
蝦
夷
の
「
公
民
」
化
記
事
の
消
失
か
ら
― 

安
東　
　

峻

弘
法
大
師
空
海
の
高
野
山
開
創 

武
本　

大
地
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知
太
政
官
事
の
再
検
討

―
八
世
紀
前
半
の
王
権
と
議
政
官
と
の
関
係
― 

前
田　
　

諒

武
士
道
と
い
う
精
神 

古
川　

貴
喜

日
本
中
世
の
賭
博
に
つ
い
て 

中　
　

元
宏

女
房
装
束
の
変
容
に
つ
い
て 

緒
方　

千
紘

中
世
の
病
と
医
学

―
『
明
月
記
』
を
中
心
に
― 

川
浪　

景
子

中
世
に
お
け
る
入
浴
空
間
の
利
用
目
的
に
つ
い
て

 

紀　
　
　

光

幼
児
葬
送
に
つ
い
て 

後
藤　

友
里

中
世
の
馬
の
産
地
に
つ
い
て 
辰
己　

有
弘

太
良
荘
埋
樋
の
相
論
に
関
す
る
考
察
―
半
済
殿
の
指
導
的

立
場
に
つ
い
て 

谷
口　

新
吾

後
嵯
峨
天
皇
の
後
鳥
羽
追
善
仏
事
に
対
す
る
捉
え
方

 

中
川　

聖
也

異
性
装
に
つ
い
て 

眞
野
あ
り
さ

中
世
の
陰
陽
師
・
陰
陽
道

―
鎌
倉
・
室
町
を
中
心
に
― 

校
條　

拓
人

出
産
と
穢
れ 

森
本　

紗
栄

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
見
る
中
世
興
福
寺
薪
猿
楽
と

寺
院
組
織 

新
保　

雅
浩

勧
進
に
み
る
中
世
社
会
の
階
層
性 

相
川　

直
毅

院
政
期
に
お
け
る
仏
師
と
仏
像
観 

伊
藤　
　

優

「
鬼
」
と
中
世
社
会

―
三
大
説
話
を
中
心
に
― 

江
角　

祐
輔

初
期
足
利
政
権
の
政
治
体
制

―
「
バ
サ
ラ
」
を
め
ぐ
っ
て
― 

木
下　

佑
哉

中
世
食
文
化
に
つ
い
て
の
研
究 

島
﨑　
　

暉

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
み
る
中
世
奈
良
の
民
衆

 

高
橋　

江
梨

中
世
後
期
祇
園
会
の
執
行
と
そ
の
運
営 

宮
川　

慶
悟

戦
国
期
の
武
家
社
会
に
お
け
る
「
家
」
と
女
性

―
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
わ
り
か
ら
― 

村
瀬　

示
帆

織
田
信
長
の
近
江
支
配 

植
田　

大
貴

近
世
初
期
に
お
け
る
酒
の
儀
礼
と
そ
の
意
義

―
江
戸
城
正
月
参
賀
に
着
目
し
て
― 

安
久　

直
輝

近
世
日
本
と
世
界
を
繋
げ
た
プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー

 

磯
部　
　

萌

近
世
中
期
に
お
け
る
国
家
権
力
と
普
遍
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
創
出

―
白
石
と
徂
徠
の
礼
楽
構
想
を
中
心
と
し
て
― 

大
平
真
理
子

萩
藩
宝
暦
検
地
の
研
究

〜
な
ぜ
宝
暦
期
に
検
地
が
行
わ
れ
た
の
か
〜 

柏
田　

直
人

近
世
後
期
に
お
け
る
下
級
武
士
の
子
ど
も
観

―
『
桑
柏
日
記
』
を
足
か
け
と
し
て
― 

川
北
百
合
佳

「
元
治
の
大
火
」
に
お
け
る
寺
社
の
被
害
と
復
興

―
寺
町
一
帯
に
注
目
し
て
― 

川
端
麻
友
美

近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
旧
小
笠
原
藩
校
「
育
徳
館
」

が
生
き
残
れ
た
理
由
に
つ
い
て

―
教
育
内
容
の
変
遷
を
中
心
に
― 

髙
瀬　
　

寛

江
戸
後
期
に
お
け
る
宇
和
島
藩
の
権
力
確
立 

立
石　
　

峻

近
世
日
本
社
会
に
お
け
る
施
行
に
関
す
る
考
察 

寺
田　

亘
輝

徳
川
政
権
の
切
り
札
、
鎖
国 

梨
木　

雄
太

『
養
生
訓
』
と
料
理
書
に
み
る
食
養
生
論 
藤
原　

由
貴

江
戸
時
代
の
服
飾 
的
場　

寛
樹

近
世
に
お
け
る
蹴
鞠
の
研
究 

森
川　

裕
基

近
世
に
お
け
る
和
算
家
の
広
が
り
と
立
ち
位
置 

横
山　

拓
平

天
神
祭
が
大
阪
の
人
々
に
与
え
た
影
響 

吉
田　

成
和

正
徳
新
例
以
前
以
後
の
唐
船
に
よ
る
抜
け
荷
の
比
較
分
析

 

平
沢　

匡
敏

台
湾
総
督
と
し
て
の
児
玉
源
太
郎

―
児
玉
は
台
湾
に
夢
を
み
た
の
か
― 

山
下　

真
司

近
代
殖
民
都
市
の
形
成
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

―
明
治
後
期
・
札
幌
大
火
と
そ
の
原
因
― 

山
西　
　

歩

明
治
前
期
地
方
官
の
民
衆
認
識
と
地
方
経
営
に
関
す
る
試
論

―
移
行
期
を
生
き
た
関
口
隆
吉
を
事
例
と
し
て
― 

伊
故
海
貴
則

高
橋
義
雄
の
出
世
作
『
商
政
一
新
』
に
見
る
日
本
商
業
へ

の
提
言
に
つ
い
て

―
模
範
国
ベ
ル
ギ
ー
と
商
業
活
動
に
対
す
る
一
体
感
―

 

大
川　

雅
登

新
貨
条
例
か
ら
見
る
明
治
初
期
の
財
政
危
機
意
識

 

桑
原　

寿
門

明
治
初
期
か
ら
中
期
に
お
け
る
滋
賀
県
の
植
林
・
治
山

―
緑
を
守
り
育
て
る
こ
と
へ
の
挑
戦
― 

斎
藤
未
由
希

空
堀
商
店
街
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て

 

鈴
木　

寛
人

本
当
は
優
し
か
っ
た
開
拓
使

―
ア
イ
ヌ
民
族
の
生
業
に
対
す
る
開
拓
使
の
政
策
展
開
―

 

益
永　

春
陽

「
佐
賀
の
技
術
」
か
ら
「
日
本
の
技
術
」
へ

―
電
信
事
業
に
よ
る
日
本
近
代
化
へ
の
貢
献
― 

吉
岡　

純
也

『
日
本
立
憲
政
党
新
聞
』
に
見
る
立
憲
政
党
の
女
性
観
と

そ
の
思
想
的
背
景
に
つ
い
て

―
岸
田
俊
子
＝
「
東
洋
の
后
塞
德
夫
人
」
の
ロ
ジ
ッ
ク
―

 

山
内　

侑
子
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大
正
後
期
の
愛
知
県
の
政
治
状
況 

浅
野　
　

啓

日
の
記
憶

〜
記
憶
と
歴
史
の
狭
間
に
在
る
ヒ
ロ
シ
マ
の
生
成
変
化
〜

 

後
山　

剛
毅

大
陸
浪
人
宮
崎
滔
天
の
思
想 

上
村
め
ぐ
み

〝
排
除
〞
が
産
ま
れ
る
ま
で
の
道
筋
と
そ
の
構
造
・
要
素

に
つ
い
て

―
い
じ
め
を
事
例
に
― 

田
中　
　

優

室
町
期
の
相
撲
の
位
置
付
け 

荒
賀　

慶
太

北
条
早
雲
の
今
川
氏
に
お
け
る
役
割
と
そ
の
脱
却

 
大
松　

祥
徳

中
世
日
本
に
お
け
る
商
人
と
流
通 
溝
渕　

智
史

徳
川
家
康
家
臣
団
に
お
け
る
井
伊
直
政
の
位
置
付
け 

〜
関
ヶ
原
合
戦
を
中
心
に
〜 

勝
間
宥
一
朗

浦
上
則
宗
権
力
に
関
す
る
一
考
察 

中
西　

健
太

三
木
良
頼
の
姉
小
路
家
継
承
活
動
の
意
義
に
つ
い
て

 

平
井　

隼
人

雑
賀
衆
と
雑
賀
一
向
衆
に
つ
い
て
の
再
検
討 

廣
尾　

彰
人

三
好
政
長
の
政
治
的
役
割
に
つ
い
て 

藤
本　

公
也

明
智
光
秀
の
丹
波
経
略
に
つ
い
て 

松
本　

尚
之

16
世
紀
に
お
け
る
九
州
戦
国
大
名
と
海
の
つ
な
が
り
に
つ

い
て 

宮
本　

昂
輝

錦
絵
の
中
の
戦
争

―
幕
末
明
治
初
期
を
中
心
に
― 

伊
東　

淳
美

近
代
日
本
に
お
け
る
「
南
洋
」
と
「
南
方
」 

占
部
佑
美
子

占
領
下
に
お
け
る
美
し
い
暮
し
と
は
何
か

―
花
森
安
治
を
中
心
に
― 

落
合　

高
基

文
明
開
化
期
に
お
け
る
牛
肉
食
の
広
が
り 

加
藤　

紀
夫

同
盟
通
信
社
の
国
際
報
道
と
そ
の
影
響

―
海
外
紙
に
お
け
る
盧
溝
橋
事
件
報
道
を
通
し
て
―

 

北
村　
　

純

高
度
成
長
期
に
お
け
る
八
幡
堀
保
存
運
動
の
意
味

〜
近
江
八
幡
の
町
づ
く
り
は
誰
の
た
め
か
〜 

澤
﨑　

勇
次

小
林
美
登
利
の
目
指
し
た「
最
も
優
秀
な
る
伯
国
市
民
」と
は

―
宗
教
・
文
化
・
教
育
の
視
点
か
ら
― 

白
川
と
も
か

戦
後
マ
ン
ガ
に
つ
い
て
の
批
判
・
規
制
に
つ
い
て

 

龍
谿　
　

駿

一
九
五
〇
年
代
は
じ
め
の
紡
績
女
工
の
生
活

〜
祖
母
の
経
験
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
〜 

筒
井　

健
吾

立
命
館
大
学
に
お
け
る
学
徒
出
陣
の
研
究 

秦　
　

明
宏

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
ー
ム
害
悪
論
の
展
開 

林　
　

大
喜

戦
争
と
将
棋
界

―
棋
士
達
の
戦
争
協
力
と
戦
後
の
振
る
舞
い
― 

三
輪　

峰
大

二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
ハ
ワ
イ
日
系
移
民
社
会
の
一
断
面

〜
『
布
哇
殖
民
新
聞
』
を
中
心
に
〜 

矢
野　

浩
章

古
都
税
問
題
が
京
都
の
観
光
の
在
り
方
を
ど
の
よ
う
に
変

化
さ
せ
た
か
に
つ
い
て 

上
田　

隼
平

明
治
初
期
の
武
術

―
近
代
化
の
中
で
の
伝
統
へ
の
対
応
― 

大
久
保
由
紀
子

女
子
学
生
の
闘
い

―
昭
和
前
期
の
大
学
教
育
の
中
で
― 

川
滝　

成
美

大
久
保
利
通
の
野
望

―
受
け
継
が
れ
る
薩
摩
の
開
墾
― 
小
泉　

佑
貴

修
学
旅
行
の
萌
芽

―
和
歌
山
県
の
事
例
を
中
心
に
― 

戸
津
川
大
悟

会
話
に
懸
け
た
男
た
ち

―
立
石

次
郎
と
教
え
子
の
幕
末
維
新
― 

樋
口　

拓
也

日
本
植
民
地
下
で
の
愛
の
形

―
一
九
二
〇
年
代
・
三
〇
年
代
の
台
湾
・
朝
鮮
を
視
座
と
し
て
―

 

深
川　

明
花

太
平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
学
生
の
意
識
に
関
す
る
一
考

―
個
と
全
の
葛
藤
の
狭
間
で
― 

山
下　

佑
介

幕
末
動
乱
期
の
京
都
所
司
代

―
京
都
守
護
職
設
置
後
の
両
者
の
関
係
と
権
能
に
つ
い
て
―

 

横
峯　
　

昂

円
筒
土
器
の
形
態
に
関
す
る
研
究 

北
山　

若
奈

縄
文
土
器
の
器
種
構
造
変
化

―
中
部
高
地
の
佐
野
式
か
ら
氷
式
に
か
け
て
の
事
例
研
究
―

 

妹
尾　

一
樹

縄
文
原
体
の
変
異
の
要
因

―
比
叡
山
西
南
麓
縄
文
遺
跡
群
に
お
け
る
後
期
土
器
を
素
材

に
し
て
― 

髙
野
紗
奈
江

縄
文
土
器
の
貝
殻
背
面
圧
痕 

野
田
な
な
せ

環
状
集
落
の
民
族
学
的
比
較 

橋
本
菜
津
美

剥
片
石
器
の
微
小
剥
離
痕 

𠮷
村　

洸
祐

龍
鏡
の
研
究 

荒
木　

隆
宏

石
釧
の
変
遷
と
流
通 

角　

早
季
子

尾
張
・
三
河
の
横
穴
式
石
室
の
研
究 

田
村　
　

陽

古
墳
時
代
の
鐙
の
研
究 

辻
村　

公
亮

近
畿
地
方
の
人
物
埴
輪 

橋
本　

雅
俊

巴
形
銅
器
製
作
の
展
開 

藤
原　

怜
史

北
山
城
に
お
け
る
古
墳
出
土
須
恵
器
の
研
究

―
山
科
盆
地
を
中
心
と
し
て
― 

安
原　
　

葵
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奈
良
県
九
品
寺
に
お
け
る
石
仏
群
の
分
類
と
そ
の
性
格
に

つ
い
て 

清
水　
　

洸

石
造
狛
犬
か
ら
み
る
社
会
と
時
代
の
流
れ
と
人
々
と
の
か

か
わ
り

―
北
摂
地
域
を
中
心
と
し
て
― 

池
尻
早
耶
香

色
と
模
様
か
ら
み
る
近
代
友
禅
染

―
立
命
館
大
学
所
蔵
友
禅
図
案
５
群
資
料
を
中
心
に
―

 

車
谷　

有
梨

近
代
友
禅
図
案
に
関
す
る
考
察

―
立
命
館
大
学
所
蔵
友
禅
図
案
を
中
心
に
― 

澤
田　

陽
介

蕨
手
刀
の
源
流

―
頭
椎
大
刀
・
方
頭
大
刀
と
の
比
較
― 
森
田　

雅
史

風
船
爆
弾
か
ら
み
る
「
総
力
戦
」
の
実
態

―
女
学
生
の
戦
争
参
加
― 

福
永　

光
子

　

 

　

東
洋
史
学
専
攻

　

 

　

唐
前
半
期
の
出
征
と
御
史
帯
職
に
関
す
る
一
考
察

 

服
部　

敦
司

両
税
法
導
入
に
お
け
る
政
治
的
目
的 

池
上　
　

文

西
王
母
説
話
が
変
遷
し
て
い
く
こ
と
で
人
々
の
信
仰
に
ど

の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
の
か 

石
黑　

鮎
美

甲
骨
文
の
分
期
に
関
わ
る
落
合
説
の
再
検
討 

木
平　

尚
吾

編
纂
史
料
か
ら
み
た
唐
初
の
門
閥
貴
族
の
婚
姻 

地
岡　

千
咲

西
晋
の
九
品
中
正
と
門
地
二
品
に
お
け
る
貴
族
層
の
形
成

関
係 

林　
　

晃
輔

漢
代
文
書
伝
達
に
お
け
る
尚
書
台
の
立
場
と
権
力
闘
争
に

関
す
る
考
察 

塲
野
直
之
進

中
華
と
イ
ス
ラ
ー
ム
は
対
話
で
き
る
の
か

〜
盛
世
才
と
新
疆
を
例
に
と
っ
て
〜 

越
智　

千
尋

西
太
后
の
生
涯
と
医
療

〜
『
慈
禧
光
緒
医
方
選
議
』と
政
治
的
事
象
か
ら
読
み
解
く
〜

 

小
林
つ
か
さ

鳥
山
石
燕「
百
鬼
夜
行
」シ
リ
ー
ズ
か
ら
た
ど
る
中
国
書
籍

 

齋
藤　

日
和

澶
淵
の
盟
に
つ
い
て 

西
山
友
二
郎

杜
牧
と
唐
末
社
会 

林　
　

恵
子

明
朝
の
琉
球
へ
の
朝
貢
貿
易
に
つ
い
て 

山
本　

聖
也

坊
市
制
の
崩
壊
と
侵
街
の
形
成
に
つ
い
て 

千
田　

悠
人

清
末
官
制
改
革
の
意
義 

藤
田　

有
子

上
海
租
界
の
都
市
行
政 

青
木　
　

愛

中
国
人
を
知
る

―
「
人
」
字
の
由
来
、
家
族
観
、
建
国
以
降
の
初
級
中
学
に

お
け
る
国
語
科
教
育
を
通
し
て
― 

江
口　

遼
香

連
合
国
軍
に
よ
る
漢
口
爆
撃

―
一
九
四
四
年
十
二
月
八
日
の
爆
撃
の
「
意
図
」
と
「
影
響
」
―

 

大
見　

亮
介

近
代
中
国
の
貿
易 

小
原　
　

望

上
海
の
青
幇
に
つ
い
て 

香
田　

梨
沙

東
洋
料
理
研
究
史

―
四
大
料
理
の
成
立
、
変
遷
と
こ
れ
か
ら
の
展
望
―

 

雜
賀　

大
和

清
朝
末
期
の
教
育
改
革

―
中
国
人
日
本
留
学
を
中
心
に
― 
佐
々
江
洋
介

毛
沢
東
の
青
少
年
時
代
か
ら
中
国
共
産
党
員
ま
で
の
人
生

と
思
想
に
つ
い
て 

平
岡　

蒼
士

三
峡
ダ
ム
建
設
に
お
け
る
中
国
の
住
民
移
転
問
題

 

増
田　

円
香

中
国
朝
鮮
族
の
変
遷
に
よ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
化

―
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
七
六
年
の
中
国
朝
鮮
族
の
民
族
教

育
の
変
化
を
め
ぐ
っ
て
― 

　
　

仁
善

西
安
事
件
の
真
相 

立
田　

和
久

前
期
倭
寇
期
の
朝
鮮
と
対
馬 

高
路　

祐
輔

永
楽
帝
の
対
外
政
策
か
ら
見
る
鄭
和
の
南
海
遠
征

 

住
本　

拓
自

三
藩
の
乱
と
清
朝
の
関
係
に
つ
い
て

〜
尚
氏
一
族
を
中
心
に
〜 

林　
　

美
穂

ソ
グ
ド
人
の
商
業

―
回
鶻
銭
を
中
心
に
― 

岡　

保
裕

北
宋
の
対
西
夏
戦
線 

森
田　

啓
介

纏
足
の
在
り
方
に
つ
い
て

〜
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
通
し
考
え
る
〜 

若
尾　

美
奈

宋
代
香
文
化
の
発
達 

浦
﨑　

尚
子

『
水
滸
伝
』
の
成
立
過
程
―
食
品
か
ら
の
考
察 

木
村　
　

悠

中
国
料
理
と
薬
膳 

幸
谷　

真
孝

唐
代
の
祭
服
の
変
化

―
唐
令
の
変
遷
に
関
連
し
て
― 

田
中　

那
奈

教
育
か
ら
み
た
女
性
の
あ
り
方

〜
唐
代
を
中
心
に
〜 

谷　

明
日
香

唐
代
に
お
け
る
音
楽
の
発
展
過
程
と
そ
の
役
割 

宮
﨑　

伊
織

T
h

e B
eatles

の
傾
倒
し
た
東
洋
思
想 

篠
田　

桂
介
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西
洋
史
学
専
攻

　

 

　

ス
テ
ィ
リ
コ
に
関
す
る
言
説
に
み
る
「
ロ
ー
マ
人
」
意
識

と
「
蛮
族
」
意
識 

小
林　
　

啓

十
字
軍
遠
征
と
十
字
軍
家
系 

後
藤　

和
哉

ロ
ー
マ
帝
政
後
期
に
お
け
る
都
市
参
事
会
の
変
容

―
４
世
紀
か
ら
５
世
紀
を
中
心
と
し
て
― 

重
永　

誠
慈

古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
女
性
の
様
々
な
権
利
の
制
限
や

そ
の
生
き
方 

中
村　

勇
斗

近
世
シ
チ
リ
ア
島
に
お
け
る
パ
レ
ル
モ
と
貴
族

―
ナ
ポ
リ
と
の
比
較
か
ら
― 
赤
坂　

公
恵

現
代
オ
ラ
ン
ダ
社
会
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
移
民
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
す
る
考
察

―
学
校
教
育
政
策
の
側
面
か
ら
― 

岩
野　

広
大

4
、5
世
紀
に
お
け
る
ガ
リ
ア
、ヒ
ス
パ
ニ
ア
で
の
非
ロ
ー

マ
化
に
つ
い
て
の
考
察 

加
藤　
　

賢

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
「
ギ
リ
シ
ア
人
」

―
近
世
地
中
海
の
商
人
た
ち
― 

川
村　

桃
子

能
楽
に
お
け
る
直
面
演
出
の
減
少

〜
室
町
期
を
中
心
と
し
た
考
察
〜 

坂
井　

順
亮

ナ
チ
政
権
下
の
民
衆 

関
本　

翔
平

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
都
市
構
造
か
ら
み
る
前
近
代
オ
ス
マ
ン

権
力
と
都
市
へ
の
影
響

―
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
下
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
と
の
比
較
か
ら
―

 

供
田　

怜
子

近
世
フ
ラ
ン
ス
の
饗
宴
を
通
し
て
見
る
王
の
権
威
の
表
象

 

水
野　
　

舞

西
ア
フ
リ
カ
地
域
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
浸
透
と
そ
の

意
義

―
マ
ン
デ
系
商
業
民
と
牧
畜
民
フ
ル
ベ
族
の
活
動
―

 

鈴
木　

貴
之

組
合
な
ど
の
団
体
に
見
る
帝
政
期
都
市
ロ
ー
マ
の
社
会
的

変
容 

友
景　

万
生

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
史
に
お
け
る
十
字
軍
の
影
響 

露
木　

宏
樹

中
世
後
期
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
王
権
の
拡
大
と
限
界

〜
シ
ャ
ル
ル
７
世
期
の
軍
制
改
革
を
中
心
と
し
て
〜

 

金
井　

隆
紘

近
世
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
家
と
都
市

―
入
市
式
か
ら
み
る
国
家
行
政
の
拡
大
― 

岩
尾
健
太
郎

中
世
末
期
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
死
生
観
の
発
展

 

大
戝　
　

郡

近
世
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
貧
民
問
題
と
貧
民
の
認
識
に
つ

い
て 

下
岡　

由
実

差
別
の
色

―
黄
色
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
― 

薗
田　

友
佳

19
世
紀
パ
リ
に
お
け
る
都
市
改
造
と
労
働
者 

髙
田　

貴
史

教
皇
首
位
権
の
発
展
と
十
字
軍

―
「
キ
リ
ス
ト
教
世
界
」
の
統
一
・
解
放
・
拡
大
―

 

寺
内　

仁
美

ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
け
る
魔
術
的
世
界
観
の
復
興 

西
川
映
理
香

中
世
に
お
け
る
人
々
の
思
想
と
ゴ
シ
ッ
ク
建
築 

前
田
芳
太
朗

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
見
る
共
和
国
に
お
け

る
威
信
の
陰
り

―
な
ぜ
大
貴
族
は
16
世
紀
に
文
化
活
動
を
求
め
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
― 

足
立　

朋
美

傭
兵
隊
長
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ド
イ
ツ
三
十
年
戦
争

 

内
田　

一
樹

オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
け
る
多
様
性
の
共
存 

小
泉　

早
紀

政
治
劇
と
し
て
の
カ
ノ
ッ
サ
の
屈
辱 

富
平　

一
博

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ウ
ォ
ッ
チ

―
イ
ギ
リ
ス
時
計
産
業
の
凋
落
に
見
る
職
人
芸
の
価
値
―

 

福
田　

祐
二

魔
女
狩
り
と
エ
リ
ー
ト

―
16
・
17
世
紀
の
ド
イ
ツ
を
中
心
に
し
て
― 

福
本　

悠
華

19
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
に
み
る
遠
隔

地
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム 

堀
内　

智
文

長
距
離
交
通
網
の
歴
史
的
意
義
の
転
換

―
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
中
心
に
― 

松
波　

里
帆

ド
イ
ツ
に
お
け
る
近
代
化
と
環
境
意
識 

木
守　
　

剛

近
現
代
フ
ラ
ン
ス
演
劇
は
現
代
日
本
の
商
業
演
劇
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か 

藤
岡　

眞
依

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
お
け
る
青
年
期
の
少
年 

横
山　

千
歳

戦
没
者
祭
祀
か
ら
見
る
国
民
統
合 

小
柴　
　

実

ド
イ
ツ
に
お
け
る
労
働
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
化
か
ら
考
え
る

女
性
労
働 

中
村　

真
衣

老
い
る
楽
し
み
、
老
い
の
可
能
性 

藤
田
加
奈
子

近
代
人
が
心
に
描
く
風
景

―
風
景
画
の
過
去
と
未
来
― 

堀　
　

美
鶴

サ
ッ
カ
ー

〜
差
別
化
の
対
象
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
〜 

松
本　

章
太

軍
国
主
義
国
家
と
は 

―
統
一
か
ら
第
一
次
大
戦
に
至
る
ま
で
の
ド
イ
ツ
に
見
る
―

 

松
本　

忠
晃
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オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
意
識
の
形
成
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国

の
可
能
性 

山
下　

眞
子

二
つ
の
権
力
か
ら
見
る
「
美
し
い
国
」 

山
成　

颯
子

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
見
つ
め
る
国
の
反
原
発
運
動 

吉
田
菜
穂
子

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
記
憶
と
役
割

―
過
去
の
克
服
に
み
る
ド
イ
ツ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
―

 

中
山　

泉
美

近
代
欧
米
諸
国
に
お
け
る
海
軍
と
社
会
：
技
術
進
歩
が
与

え
た
影
響
と
は 

大
浦　
　

純

贈
答
の
文
化
：
人
々
を
繋
ぐ
贈
答
の
持
つ
意
味
と
は

 
岡
﨑　

美
保

無
く
な
ら
な
い
ア
メ
リ
カ
の
食
品
安
全
問
題
：
消
費
者
は

今
何
を
す
べ
き
か 

小
林　

賢
門

薄
れ
ゆ
く
カ
ン
ト
リ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
精
神
：
ジ
ャ

ン
ル
の
メ
ジ
ャ
ー
化
の
功
罪
を
考
え
る 

相
良　

公
子

20－

21
世
紀
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
と
バ
ス
ク
に
お
け
る
サ
ッ

カ
ー
と
独
立
運
動
：
独
立
運
動
に
お
い
て
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
か

 

鈴
木　

拓
馬

イ
ン
ペ
リ
ア
ル
・
ゴ
シ
ッ
ク
：
『
闇
の
奥
』
の
分
析

 

須
田　
　

裕

現
代
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
民
族
的
「
他
者
」
の
中
間
性
：

ア
メ
リ
カ
社
会
を
形
作
る
も
の 

田
中
万
祐
子

ア
メ
リ
カ
公
民
権
運
動
期
に
お
け
る
組
織
と
個
人
の
役
割

―
公
民
権
運
動
の
再
評
価
― 

西
村　

崇
史

自
分
好
み
の
住
空
間
の
形
成
：
イ
ギ
リ
ス
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

時
代
の
都
市
中
流
家
庭 

中
村
眞
理
子

日
本
の
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
の
な
か
の
女
性
像
：
「
少
女
」

は
い
か
に
表
さ
れ
て
き
た
か 

西
山　

拓
海

近
現
代
の
ア
メ
リ
カ
が
各
地
で
行
っ
た
占
領
政
策
に
差
別

が
与
え
た
影
響 

平
野　

俊
祐

明
治
維
新
か
ら
戦
後
国
語
改
革
期
の
日
本
に
お
け
る「
国
語
」

の
変
遷
：
「
国
語
」
の
目
的
と
必
要
性 

藤
本　

淳
平

近
現
代
に
お
け
る
競
馬
の
社
会
的
意
義
と
は
：
競
馬
「
施

行
」
目
的
の
変
遷
を
手
が
か
り
と
し
て 

湯
澤　

悟
志

ア
ス
テ
カ
帝
国
の
繁
栄

―
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
も
の 

そ
し
て
滅
亡
へ
― 

渡
邊　

優
気

　

 

　

地
理
学
専
攻

　

 

　

京
都
市
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
観
光
に
つ
い
て
の
考
察

―
車
い
す
を
利
用
す
る
障
害
者
へ
の
支
援
と
環
境
整
備
に
着

目
し
て
― 

井
堀　

治
美

江
戸
期
人
工
地
形
改
変
以
前
に
お
け
る
河
川
流
路
の
復
原

 

酒
井　

健
志

一
九
四
八
年
福
井
地
震
に
よ
る
液
状
化
地
点
の
分
布
と
地

理
的
特
性 

真
田　

遥
平

一
九
五
三
年
南
山
城
水
害
に
お
け
る
被
害
分
布
と
そ
の
後

の
土
地
利
用
変
化

―
井
手
町
を
中
心
に
― 

篠
崎　

葉
月

地
下
水
障
害
と
そ
れ
に
伴
う
対
策
・
住
民
意
識
の
変
化

―
静
岡
県
岳
南
地
域
の
場
合
― 
杉
山　

茉
優

兵
庫
県
神
戸
市
に
お
け
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
特

徴
と
形
成
要
因 

竹
谷　

駿
輝

災
害
に
対
す
る
意
識
と
行
動
の
地
域
的
差
異

―
二
〇
一
三
年
四
月
の
淡
路
島
地
震
を
事
例
に
― 

德
野　
　

翔

滋
賀
県
高
島
市
に
お
け
る
水
路
の
様
相
と
用
途
の
変
遷

 

濵
田　

紳
吾

熱
中
症
発
症
の
地
域
性
に
関
す
る
考
察 

―
京
都
市
を
事
例
に
― 

藤
居　
　

仁

住
宅
密
集
地
に
お
け
る
中
小
河
川
に
よ
る
洪
水
災
害
の
危

険
性

―
二
〇
一
二
年
京
都
府
南
部
豪
雨
災
害
を
事
例
に
―

 

藪　

寛
太
朗

明
石
市
に
お
け
る
乗
合
バ
ス
事
業
の
変
遷
と
需
要
構
造

 

戀
野　

敦
嗣

地
方
都
市
に
お
け
る
公
共
交
通
機
関
の
現
状

―
岡
山
市
を
研
究
対
象
に
― 

浮
森　

直
紀

新
潟
市
上
古
町
商
店
街
に
お
け
る
商
業
振
興
に
つ
い
て

 

大
倉　

佑
也

自
治
体
が
供
給
す
る
バ
ス
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
動
向
と
課
題

―
亀
岡
市
を
事
例
と
し
て
― 

織
田
み
ゆ
き

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
む
高
齢
者
の
買
い
物
問
題 

佐
藤　
　

薫

京
都
に
お
け
る
清
酒
消
費
量
促
進
の
取
り
組
み
の
現
状
に

つ
い
て 

谷
川　
　

優

大
都
市
近
郊
地
域
に
お
け
る
平
成
の
大
合
併
の
選
択

―
京
都
府
木
津
川
市
・
京
都
府
精
華
町
を
対
象
と
し
て
―

 

照
屋　

俊
樹

宇
治
市
に
お
け
る
老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

中
大
路　

遥

商
店
街
の
再
活
性
に
向
け
た
取
り
組
み

―
千
林
商
店
街
を
事
例
と
し
て
― 

中
谷　

修
平



三
〇
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幹
線
道
路
の
建
設
が
郊
外
都
市
に
与
え
る
影
響

―
亀
岡
市
を
事
例
と
し
て
― 

長
谷
川
湧
哉

中
山
間
地
域
に
お
け
る
観
光
振
興
政
策
と
そ
の
内
発
性
の

検
討

―
奈
良
県
宇
陀
郡
曽
爾
村
を
事
例
に
― 

坂
野　

慶
太

軽
犯
罪
の
地
理
的
見
解
、
そ
こ
か
ら
考
察
す
る
防
止
策

 

平
賀　

充
隆

森
見
登
美
彦
の
小
説
の
舞
台
と
し
て
の
京
都 

石
田　

詩
織

大
型
ス
タ
ジ
ア
ム
の
立
地
と
周
辺
地
域
の
変
化

―
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
を
事
例
に
― 

三
重
野　

諒

「
水
郷
め
ぐ
り
」
の
観
光
化
に
伴
う
船
頭
に
関
す
る
生
業

の
変
化

―
近
江
八
幡
を
事
例
と
し
て
― 

池
田
み
ぎ
わ

温
泉
地
の
地
域
振
興
に
お
け
る
地
域
内
部
・
外
部
か
ら
の

人
的
要
因
に
つ
い
て

―
兵
庫
県
豊
岡
市
城
崎
温
泉
を
事
例
に
― 

江
川　

正
義

民
宿
地
域
の
変
化 

賀
門　

真
海

中
心
商
店
街
の
衰
退
に
お
け
る
地
域
変
容
と
活
性
化
に
関

す
る
考
察

―
近
鉄
寺
田
駅
前
商
店
街
と
Ｊ
Ｒ
城
陽
駅
前
商
店
街
を
事
例
に
―

 

京
藤　

寛
明

過
疎
地
域
に
お
け
る
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
に
関
す

る
考
察

―
京
都
府
南
丹
市
美
山
町
の
地
域
経
営
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
事

例
に
― 

堺　
　

潤
平

過
疎
地
域
に
お
け
る
進
学
行
動
の
変
化
と
交
通
機
関
と
の

関
係
性

―
石
川
県
能
登
町
鵜
川
地
区
を
事
例
と
し
て
― 

酒
師　

寛
幸

都
市
近
郊
に
お
け
る
観
光
農
園
の
現
状 

西　
　

勇
人

岐
阜
県
郡
上
市
高
鷲
町
西
洞
地
区
に
お
け
る
ス
キ
ー
観
光

集
落
の
形
成

―
高
鷲
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
、
ダ
イ
ナ
ラ
ン
ド
を
事
例
と
し
て
―

 

原　
　

悠
介

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
周
辺
地
域
と
伝
統
的
建

造
物
の
利
用
形
態
の
変
化

―
神
戸
市
中
央
区
北
野
町
山
本
通
地
区
を
事
例
と
し
て
―

 

プ
リ
ン
テ
ィ
ス
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
恵

地
場
産
業
の
変
容
に
と
も
な
う
地
域
構
成
の
変
化

―
瀬
戸
産
地
を
事
例
に
― 

峯
藤　

駿
佑

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
に
よ
る
地
域
活
性
化

―
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
を
事
例
と
し
て
― 

宮
内　

亮
多

東
京
都
練
馬
区
に
お
け
る
農
業
体
験
農
園
の
立
地
と
利
用

者
意
識 

畝
本　

拓
人

第
44
回
〜
第
46
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
け
る
投
票
行

動
と
そ
の
地
理
的
傾
向 

海
野　

智
裕

石
川
県
中
心
部
に
お
け
る
窃
盗
犯
罪
の
地
理
的
分
布
と
環

境
要
因 

加
藤　

大
貴

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
く
住
民
の
災
害
回
避
行
動
に
関

す
る
研
究

―
京
丹
後
市
久
美
浜
町
を
対
象
に
― 

塩
見　

裕
亮

和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
串
本
町
に
お
け
る
ブ
ル
ー
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
取
り
組
み

―
修
学
旅
行
を
利
用
し
た
地
域
活
性
化
施
策
― 
松
下　

英
寛

マ
ン
ガ
家
の
場
所
の
経
験
と
描
写
に
つ
い
て

―
北
条
司
を
事
例
に
― 

松
山　

周
一

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
住
宅
地
に
お
け
る
フ
ー
ド
デ
ザ
ー
ト
問
題

の
発
生
と
生
活
環
境
へ
の
影
響

―
広
島
市
安
佐
北
区
高
陽
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
対
象
と
し
て
―

 

村
上　

晃
基

ア
ニ
メ
「
あ
の
日
見
た
花
の
名
前
を
僕
達
は
ま
だ
知
ら
な

い
」
に
見
ら
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
地
域
振

興
に
関
し
て

―
埼
玉
県
秩
父
市
を
事
例
と
し
て
― 

田
畑　

伸
樹

「
姫
路
城
」
を
核
と
し
た
新
た
な
観
光
ル
ー
ト
の
形
成
と

滞
在
型
観
光
地
へ
の
課
題
と
展
望 

清
水
佳
奈
子

大
阪
市
生
野
区
に
お
け
る
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
の
形
成
と
変
容

 

入
江　

桃
子

農
村
地
帯
の
日
帰
り
型
観
光
地
的
発
達
と
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
事
業
へ
の
展
開
に
つ
い
て

―
広
島
県
世
羅
町
を
事
例
と
し
て
― 

榎
木
友
香
莉

『
ら
き
☆
す
た
』
聖
地
鷲
宮
か
ら
探
る
聖
地
巡
礼
「
成
功
」

の

と
そ
の
考
察 

大
脇　

雄
太

寄
せ
場
に
お
け
る
観
光
拠
点
と
し
て
の
地
域
変
容

―
大
阪
市
西
成
区
・

ヶ
崎
地
区
を
事
例
に
― 

佐
藤　

直
哉

兵
庫
県
神
河
町
に
お
け
る
地
域
活
性
化
の
取
組
み

―
「
外
向
き
の
地
域
活
性
化
」
と
「
内
向
き
の
地
域
活
性
化
」
―

 

篠
原　

晴
香

日
本
に
お
け
る
外
国
人
観
光
客
受
け
入
れ
態
勢
の
現
状
と

課
題

―
京
都
市
を
中
心
に
― 

住
田　

実
咲

ロ
ー
ド
ツ
ー
リ
ス
ト
に
と
っ
て
の
「
道
の
駅
」

―
車
中
泊
公
認
施
設
「
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
」
の
登
場
― 

西
尾　

善
太
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近
江
八
幡
市
に
お
け
る
観
光
の
現
状
と
課
題

―
八
幡
堀
を
中
心
に
み
て
― 

仁
志
出
葉
月

タ
イ
北
部
に
お
け
る
少
数
民
族
観
光

―
チ
ェ
ン
マ
イ
県
ト
ン
・
ル
ア
ン
村
を
事
例
と
し
て
―

 

額
谷　
　

侃

奈
良
県
橿
原
市
に
お
け
る
観
光
の
必
要
性
に
関
す
る
一
考
察

―
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
・
今
井
町
を
中
心
に
―

 

福
西　

健
一

訪
日
中
国
人
観
光
団
の
観
光
行
為
か
ら
み
る
中
国
人
訪
日

観
光
の
特
徴 

唐　
　
　

靱

文
化
観
光
に
お
け
る
地
域
観
光
政
策
の
現
状
と
課
題

―
忠
清
南
道
天
安
市
を
事
例
と
し
て
― 
洪　
　

錫
仁

高
知
県
四
万
十
町
に
お
け
る
道
の
駅
を
通
し
た
地
域
振
興

の
実
態
と
課
題

―
内
発
的
発
展
は
地
域
振
興
の
成
否
に
関
連
す
る
か
―

 

西
村　

生
馬

祭
と
住
民
の
関
係
性

―
愛
知
県
豊
橋
市
鬼
祭
り
を
事
例
に
― 

伊
藤　

直
靖

愛
知
県
豊
田
市
に
お
け
る
ブ
ラ
ジ
ル
人
居
住
者
の
文
化
形
態

 

森　
　

啓
介

鉄
道
高
架
化
に
よ
る
駅
前
の
変
容

―
Ｊ
Ｒ
東
岸
和
田
駅
を
事
例
に
― 

森　
　

匡
由

大
阪
日
本
橋
に
お
け
る
専
門
店
街
の
歴
史
的
発
達
過
程

 

岡
澤
奈
都
紀

地
方
都
市
に
お
け
る
商
業
機
能
の
変
化
と
そ
の
対
応

―
福
岡
県
久
留
米
市
を
事
例
に
― 

岡
村　

尚
弥

千
葉
県
船
橋
市
の
都
市
形
成
か
ら
見
た
潟
湖
と
そ
の
湊
の

存
在
の
可
能
性 

川
名　

貴
樹

農
業
の
衰
退
に
よ
る
竹
林
分
布
の
変
化

―
京
都
府
乙
訓
地
方
を
事
例
に
― 

栗
木　

貴
宏

大
都
市
圏
外
に
お
け
る
交
通
機
能
と
都
市
発
展
の
関
連
性

に
つ
い
て

〜
滋
賀
県
米
原
市
旧
米
原
町
地
域
を
例
と
し
て
〜 

黒
須　

執
作

京
都
盆
地
に
お
け
る
日
本
庭
園
の
構
造
と
立
地
に
関
す
る

研
究 

仲　
　

雅
光

京
都
市
中
心
市
街
地
に
お
け
る
田
の
字
地
区
の
地
域
特
性

と
京
町
家
の
活
用
に
つ
い
て 

長
谷
川
耀
香

阪
神
淡
路
大
震
災
後
に
お
け
る
商
業
地
域
の
変
容

―
神
戸
市
須
磨
区
板
宿
商
業
地
域
を
事
例
に
― 

樋
口　

清
楓

全
国
の
プ
ロ
野
球
選
手
の
出
身
地
の
特
徴 

増
田　

大
樹

地
方
商
店
街
の
実
状
と
改
善
す
べ
き
問
題
点

―
静
岡
県
富
士
宮
市
を
事
例
と
し
て
― 

小
川　

寛
人

人
文
主
義
地
理
学
の
射
程 

岩
井　

俊
幸

病
院
立
地
に
お
け
る
地
域
性
に
つ
い
て

―
四
国
を
事
例
と
し
て
― 

有
馬　

大
貴

彦
根
市
の
商
店
街
の
土
地
利
用
、
建
物
利
用
の
変
遷
に
関

す
る
考
察

―
夢
京
橋
キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド
、
四
番
町
ス
ク
エ
ア
を
事
例
に
―

 

伊
吹　
　

昂

都
心
部
に
お
け
る
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
の
立
地
展
開

―
京
都
市
を
事
例
と
し
て
― 

上
野　

優
希

公
衆
浴
場
の
立
地
変
遷

―
京
都
市
を
事
例
に
― 
小
椋　

良
則

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
及
び
デ
マ
ン
ド
型
交
通
運
行
に
関
す

る
考
察

―
千
葉
県
成
田
市
を
事
例
に
― 

幸
野　
　

錦

Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
に
伴
う
沿
線
住
民
の
外
出
行
動
の
変
化
と
課

題
点

―
富
山
市
「
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
」
を
事
例
と
し
て
―

 

佐
々
木
隆
太

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お
け
る
集
合
住
宅
建
て
替
え
に
伴
う
新

規
入
居
者
の
流
動
と
意
識

―
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
佐
竹
台
を
事
例
に
― 

笹
渕　

航
一

近
隣
セ
ン
タ
ー
の
機
能
見
直
し
に
よ
る
高
齢
者
の
行
動
変

化
に
つ
い
て

―
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
槇
塚
台
レ
ス
ト
ラ
ン
を
事
例
に
―

 

長
岡　

謙
介

小
規
模
公
園
の
は
た
す
震
災
時
の
防
災
機
能
に
関
す
る
考
察

―
京
都
市
を
事
例
に
― 

速
水
俊
太
郎

明
治
期
以
降
の
大
阪
市
に
お
け
る
火
葬
場
の
立
地
の
変
遷

―
整
理
事
業
の
背
景
に
あ
る
「
公
」
の
言
説
に
着
目
し
て
―

 

松
尾　

卓
磨

兵
庫
県
に
お
け
る
大
型
小
売
店
の
立
地
パ
タ
ー
ン

 

森
田　

翔
子

ド
イ
ツ
に
お
け
る
日
本
人
旅
行
者
行
動
の
空
間
的
特
徴

 

青
山　

果
歩

神
戸
市
東
灘
区
に
お
け
る
通
勤
流
動
の
変
化 

伊
藤　

嘉
基

枚
方
宿
地
区
に
お
け
る
町
並
み
保
全
と
ま
ち
づ
く
り

 

浦
野　

寛
大

奈
良
市
に
お
け
る
観
光
行
動
の
空
間
的
特
性 

笠
原
万
里
子

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ

ジ
ャ
パ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
構
成
要
素
と
そ
の
形
成
要
因

 

桑
原　

由
衣
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京
都
市
役
所
周
辺
に
お
け
る
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
の
立
地

展
開

―
Ｔ
社
を
事
例
と
し
て
― 

香
西　

勇
希

三
条
小
橋
商
店
街
と
三
条
名
店
街
商
店
街
の
空
間
変
容
に

つ
い
て 

斉
藤　

真
央

京
都
市
に
お
け
る
銭
湯
の
立
地
と
現
状 

中
村　

啓
吾

大
学
移
転
に
伴
う
学
生
の
居
住
地
選
択
に
関
す
る
研
究

―
大
阪
い
ば
ら
き
キ
ャ
ン
パ
ス
新
設
を
事
例
と
し
て
―

 

西
田　

佑
季

京
都
市
オ
フ
ィ
ス
街
の
立
体
化
の
特
色 

大
島　
　

草

　
　

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　言

語
か
ら
見
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て 

勝
尾
悠
一
朗

日
本
に
お
け
る
韓
国
大
衆
文
化
の
受
容 

井
野
部
葉
月

北
京
語
と
上
海
語
の
比
較 

大
山　

恭
央

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
言
語
と
非
言
語
の
存
在

 

奥
川
紗
和
子

商
品
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
お
け
る
音
相
と
年
齢
の
関
係
性

 

春
日　

祐
香

造
語
法
か
ら
み
る
若
者
こ
と
ば 

佐
藤　

美
紀

方
言
の
変
遷 

澤
田　

迪
亮

自
然
言
語
処
理
と
感
情
移
入
能
力 

多
々
納
飛
鳥

手
話
か
ら
学
ぶ
現
代
の
日
本 

辻
本　

芽
生

若
者
言
葉
と
死
語
か
ら
み
る
日
本
語
の
移
り
変
わ
り

 

松
崎　
　

準

S
N
S
、
2
ち
ゃ
ん
ね
る
系
か
ら
読
み
取
る
ネ
ッ
ト
ス
ラ

ン
グ 

松
田　

崇
史

言
語
の
起
源
と
変
化 

三
重
野
祐
太

言
語
政
策
の
意
義 

山
内　
　

茜

感
覚
と
言
語 

山
下　

瑞
紀

水
の
私
有
化
問
題

―
水
を
め
ぐ
る
現
状
と
水
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
る
― 

松
本　

真
純

B
ob M

arley

のO
n

e L
ove P

eace C
on

cert

か
ら
分

析
す
る
、
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
が
現
代
の
第
三
世
界
に
も
た

ら
す
影
響
と
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て 

風
間　

深
志

Ｃ
Ｍ
の
コ
ト
バ
の
力 

― 

ホ
ン
ダ
の
コ
ピ
ー
か
ら

 

片
瀬　

志
保

ロ
シ
ア
の
歴
史
と
文
化
に
関
す
る
考
察 

佐
々
木　

瞳

医
療
と
市
場
原
理
に
つ
い
て 

夛
名
賀
浩
介

『
美
少
女
戦
士
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
』
を
背
景
か
ら
探
る

 

馬
庭
友
里
恵

”世
界
終
末
型
“ゾ
ン
ビ
作
品
が
流
行
る
理
由 

馬
渕　

モ
モ

士
郎
正
宗
「
攻
殻
機
動
隊
」
に
お
け
る
マ
ン
ハ
ッ
タ
ニ
ズ

ム
と
「
知
性
体
」
に
つ
い
て
の
考
察

―
触
れ
え
ぬ
非
科
学
的
な
「
心
」
と
は
― 

菊
谷　

倫
子

グ
リ
ー
ン
＆
レ
ッ
ド 

日
本
の
茶
道
と
英
国
の
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
を
比
較
し
て 

林　
　
　

紫

Q
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ　

村
上
春
樹
は
『
１
Ｑ
８
４
』
で

何
を
描
い
た
の
か 

井
上　

佳
美

日
本
文
化
の
彩　

歴
史
的
お
よ
び
比
較
文
化
的
視
点
か
ら

 

浦
野　

莉
恵

ロ
コ
コ
を
め
ぐ
る
女
性
表
象 
大
石　

望
美

都
市
に
お
け
る
自
然
と
人
工　

ド
イ
ツ
の
景
観
保
護
か
ら

 

菅　
　

夏
海

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
美
術
館
の
成
立
と
展
開　

私
的
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
公
共
空
間
へ 

小
池　

陽
香

生
産
主
義
芸
術
は
な
ぜ
批
判
さ
れ
た
の
か　

ア
レ
ク
サ
ン

ド
ル
・
ロ
ト
チ
ェ
ン
コ
の
作
品
を
通
じ
て 

佐
原　
　

栞

岸
田
劉
生
と
日
本
美 

三
瀬
有
寿
紗

狩
野
山
雪
の
作
品
分
析
か
ら
考
え
る
絵
画
の
形
成
と
継
承

 

稲
増
衣
里
也

神
の
イ
メ
ー
ジ

―
イ
ン
ド
の
神
々
を
中
心
に
― 

猿
田　

美
貴

我
々
が
求
め
る
ヒ
ー
ロ
ー
像
と
は
？

〜
漫
画
、
ア
ニ
メ
、
実
写
映
像
か
ら
の
考
察
〜 

野
金　

勇
亮

牛
頭
天
王
の
像
容
に
つ
い
て 

林　
　

美
沙

迦
楼
羅
像
の
変
遷
と
源
流 

原
田　

晃
行

明
治
維
新
以
降
の
邦
楽
に
つ
い
て

〜
筝
・
三
弦
・
尺
八
の
変
遷
と
変
化
〜 

牧
野
友
香
子

障
壁
画
に
お
け
る
再
現
の
文
化
と
可
能
性 

𠮷
川
百
合
子

人
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
可
能
性 

甲
斐
あ
さ
ひ

民
間
軍
事
会
社 

田
和　

宏
規

児
童
文
学
に
お
け
る
「
戦
争
」

―
日
本
作
品
と
英
語
圏
作
品
の
比
較
を
通
し
て
― 

加
藤　

志
帆

な
ぜ
絵
本
は
必
要
か 

齋
藤
明
日
香

大
阪
方
言
の
変
遷

―
新
方
言
と
標
準
語
に
よ
る
影
響
― 

中
島　

将
志

母
性
の
作
家
に
学
ぶ
教
師
と
人
間
性 

畑
中　

樹
奈

ゲ
イ
に
ま
と
わ
り
付
く
女
性
た
ち 

松
﨑　

朝
陽

動
物
と
人
間
の
関
係
性 

山
口　

太
成

在
日
朝
鮮
人
社
会
の
形
成
過
程

―
20
世
紀
の
大
阪
市
旧
猪
飼
野
地
区
― 

山
下　

瑛
未
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鋼
の
錬
金
術
師
の
一
考
察 

井
川
亜
里
紗

『
魔
法
使
い
ハ
ウ
ル
と
火
の
悪
魔
』
論 

井
口　

美
穂

オ
ー
ト
バ
イ
の
衰
退 

二
平　

直
樹

人
は
ど
の
よ
う
に
芸
能
を
学
習
す
る
の
か
。 

上
坂　

朋
也

民
族
文
化
観
光
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成

〜
ア
イ
ヌ
民
族
を
中
心
に
〜 

北
浦　

美
桜

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
考
え
る　

女
が
装
う「
女
性
」「
男
性
」

 

西
丸　
　

光

台
湾
に
お
け
る
植
民
地
建
築
の
保
存
と
活
用 

田
中　

野
枝

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
ス
ラ
ン
グ
を
用
い
た
言
語
交

流
と
集
団
形
成
に
つ
い
て 
寺
川　

喜
洋

な
ぜ
琵
琶
湖
は
観
光
地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
の
か

 

宮
脇　

貴
乃

ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
山
岳
信
仰
と
登
山
道
の
変
化
に
関
す

る
研
究 

室
田　

大
介

ラ
イ
ダ
ー
ハ
ウ
ス
の
現
状
と
課
題 

京
都
府
京
都
市
の
ラ

イ
ダ
ー
ハ
ウ
ス
を
事
例
に 

山
下　

佳
輝

ア
メ
リ
カ
音
楽
文
化
か
ら
み
る
日
本
人
の
本
場
本
物
志
向

 

小
川　

哲
平

「
私
写
真
」
と
い
う
写
真
表
現 

市
道　

野
愛

日
本
に
お
け
る
バ
レ
エ
の
現
状 

岡
本　

玲
奈

舞
台
演
劇
に
お
け
る
リ
ア
リ
ズ
ム
と
観
客
と
の
関
係
性

 

越
智　

浩
太

現
代
日
本
の
「
涙
が
出
る
物
語
」
の
受
容 

恩
田　
　

賢

ジ
ャ
ズ
の
「
芸
術
化
」 

新
宅　

隼
人

Ｊ－

Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
誕
生
と
普
及 

田
口　

史
織

ロ
ッ
ク
に
お
け
る
「
反
抗
の
精
神
」
の
変
遷 

田
中　

正
俊

演
技
論
に
お
け
る
虚
偽
と
リ
ア
リ
テ
ィ 

中
野
ま
ど
か

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
の
成
立
と
社
会
的
意
味 

永
野　

加
奈

演
技
論
の
変
遷

―
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
が
変
え
た
演
技
―

 

永
見　

麻
梨

時
代
の
反
映
と
し
て
の
芸
術 

能
宗　

彩
実

日
本
の
部
活
動
に
お
け
る
吹
奏
楽
教
育
の
現
状
と
展
望

 

平
原　

佑
真

化
粧
の
低
年
齢
化 

本
田　

莉
奈

物
語
論
か
ら
探
る
宮
崎
ア
ニ
メ

―
ヒ
ッ
ト
を
生
む
ス
ト
ー
リ
ー
構
造
― 

森
岡
た
か
子

映
画
を
彩
る
音
楽

―
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
対
象
と
し
て
―

 

山
田　

悠
加

グ
リ
ム
童
話
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

―
魔
女
の
表
象
と
歴
史
― 

空
久
保
絵
美

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
巡
礼
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
化 

―
四
国
遍
路
と
の
比
較
を
通
し
て
― 

岡
部　
　

茜

キ
リ
ス
ト
教
の
埋
葬
と
葬
儀

〜
伝
統
の
形
成
と
現
代
に
お
け
る
問
題
〜 

南
條　

博
紀

　

 

　

国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

 

　

ス
ペ
イ
ン
の
家
族　

遅
れ
る
若
者
の
自
立
を
め
ぐ
っ
て

 

近
藤
美
菜
子

フ
ラ
ン
ス
人
女
性
の
恋
愛
と
家
族　

母
か
、
女
か

 
松
政　

彩
乃

ア
メ
リ
カ
先
住
民
の
抵
抗
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ　

ド
ー

ズ
法
制
定
か
ら
現
在
ま
で 

森
本　

耕
平

現
代
ア
メ
リ
カ
人
の
食
生
活　

そ
の
肥
満
問
題
と
健
康
志

向
の
二
極
化
を
め
ぐ
っ
て 

坂
東　

明
恵

大
学
と
教
養　

戦
後
日
本
に
お
け
る
高
等
教
育
政
策
の
歩
み

 

天
野　

伽
映

資
本
主
義
と
冷
戦　

技
術
革
新
に
焦
点
を
合
わ
せ
て

 

今
川　

紘
希

理
想
と
現
実
の
世
界　

ド
ナ
ル
ド
・
ダ
ッ
ク
か
ら
み
る

 

小
泉　

信
乃

韓
国
人
は
な
ぜ
英
語
が
上
手
い
の
か　

第
二
言
語
習
得
研

究
の
視
点
か
ら 

立
道
め
ぐ
み

戦
争
と
芸
術

―
絵
画
と
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

 

田
邊　
　

恵

こ
と
ば
の
共
存　

台
湾
の
言
語
政
策
を
通
じ
て 

田
村　

莉
子

観
光
と
文
化
の
共
存　

バ
リ
の
事
例
を
中
心
に 

友
納　

一
瑳

魔
女
狩
り　

そ
の
共
同
幻
想
と
し
て
の
変
遷 

永
田　

成
美

ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
地
域
振
興　

持
続
性
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に 

楢
井　

里
実

「
も
て
な
し
」
と
し
て
の
茶
の
湯 

二
木　

彩
帆

画
面
の
中
の
同
性
愛　

メ
デ
ィ
ア
は
偏
見
を
失
く
せ
る
か

 

古
谷　

都
和

自
己
と
他
者　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
心
の
壁

を
め
ぐ
っ
て 

宮
野　

華
奈

人
間
と
不
平
等　

そ
の
は
じ
ま
り
を
め
ぐ
っ
て 

八
幡
侑
希
子

変
容
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

著
作
権
強
化
と
コ
モ
ン
ズ

 

田
中　

啓
喜

食
育
の
現
状
と
展
望　

学
校
が
育
む
ち
か
ら 

田
中
め
ぐ
み



三
四

112

多
文
化
主
義
と
「
独
特
な
社
会
」　

ケ
ベ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
変
遷
を
通
じ
て 

美
村　

侑
花

日
本
に
お
け
る
多
文
化
社
会
の
ゆ
く
え　

先
進
的
な
地
方

自
治
体
を
事
例
に　
　
　

 

岡
本　

彩
季

日
本
の
う
つ
病
マ
ー
ケ
ッ
ト　

変
容
す
る
「
う
つ
」
を

追
っ
て 

髙
橋　

侑
希

多
民
族
国
家
と
人
種
差
別　

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
植
民

地
支
配
を
め
ぐ
っ
て 

樋
口　

千
尋

い
ま
を
生
き
る
貴
族　

英
国
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
に

み
る
文
化
継
承 

大
西　

由
花

高
齢
者
の
孤
立
と
個
立　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
共
存
を
め
ぐ
っ
て 
角　
　

景
子

カ
リ
ス
マ
オ
タ
ク
、「
布
教
」
す
る

〜
ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
に
お
け
る
ダ
ニ
ー
・
チ
ュ
ー
の
独
自
性
〜

 

池
田
あ
や
め

映
画
に
見
る
パ
リ
へ
の
憧
れ

―
『
パ
リ
の
恋
人
』『
の
だ
め
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
』
か
ら
―

 

乾　
　

遥
香

移
り
変
わ
る
白
と
黒
の
世
界

―
『
招
か
れ
ざ
る
客
』『
セ
イ
ブ
・
ザ
・
ラ
ス
ト
ダ
ン
ス
』
比
較

か
ら
見
え
る
新
世
代
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
ム
ー
ビ
ー
― 

奥
村　
　

澪

ヒ
ッ
ト
の
条
件

〜
ア
ド
ル
ノ
か
ら
見
た
Ｊ
ポ
ッ
プ
市
場
〜 

家
代
岡
才
文

木
更
津
キ
ャ
ッ
ツ
ア
イ
が
木
更
津
市
を
救
う
!?
―
フ
ィ
ル

ム
ツ
ー
リ
ズ
ム
か
ら
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

移
行
と
地
域
貢
献
の
持
続
性 

河
合
ま
り
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
大
学
教
育

〜
立
命
館
大
学
講
義
の
調
査
か
ら
〜 

川
村　

哲
也

付
加
価
値
を
消
費
す
る
時
代

―
モ
ノ
で
は
な
く
コ
ト
を
買
う
― 

齋
藤　
　

邑

移
り
変
わ
る
女
の
幸
せ

〜
シ
ン
デ
レ
ラ
シ
リ
ー
ズ
に
見
る
女
性
の
理
想
〜 

佐
々
木　

渚

地
域
振
興
に
お
け
る
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
在
り
方

―
熊
本
県
・
く
ま
モ
ン
、
鹿
児
島
県
・
ぐ
り
ぶ
ー
を
比
較
し
て
―

 

杉
本　

美
憂

取
捨
選
択
さ
れ
る
外
国
イ
メ
ー
ジ

―
資
生
堂
Ｃ
Ｍ
か
ら
探
る
日
本
人
女
性
の
プ
ラ
イ
ド
―

 

谷
口
友
梨
恵

ア
マ
チ
ュ
ア
が
発
信
す
る
時
代
：
ニ
コ
ニ
コ
動
画
、pixiv

に
お
け
る
ｎ
次
創
作
活
動
の
事
例
か
ら 

中
逵　
　

萌

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
こ
と
ば
の
性
差

―
匿
名
掲
示
板
「
２
ち
ゃ
ん
ね
る
」
を
事
例
と
し
て
―

 

二
段　

拓
海

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
中
継
の
な
か
の
「
物
語
」

―
ア
メ
リ
カ
、
Ｎ
Ｂ
Ａ
の
プ
レ
イ
オ
フ
を
事
例
に
―

 

藤
本　

真
甫

サ
ッ
カ
ー
女
子
を
追
う
メ
デ
ィ
ア

―
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
Ｗ
杯
優
勝
が
報
道
に
与
え
た
影
響
―

 

八
木　

彩
華

日
本
に
お
け
る
社
会
的
銀
行
の
可
能
性

―
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
普
及
に
向
け
て
―

 

新
井　

友
香

日
本
の
国
際
理
解
教
育
政
策
に
関
す
る
一
考
察

―
未
来
の
地
球
市
民
か
ら
の
挑
戦
― 
井
二　

裕
真

ブ
ラ
イ
ダ
ル
産
業
か
ら
見
る
若
者
の
結
婚
観 

門
川
め
ぐ
み

成
田
空
港
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
向
上
に
向
け
た
戦
略

〜
空
港
ス
タ
ッ
フ
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
注
目
し
て
〜

 

金
丸　

桃
子

ヒ
ジ
ャ
ブ
か
ら
み
る
現
代
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
女
性
観

―
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
中
心
に
― 

熊
本　

あ
い

イ
ン
ド
文
化
遺
産
か
ら
見
る
持
続
可
能
な
観
光
開
発

―
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
聖
地
ヴ
ァ
ー
ラ
ー
ナ
シ
―
の
無
計
画
開
発

を
事
例
に
― 

玉
置　

美
紗

韓
国
大
衆
文
化
に
お
け
る
”個
人
の
発
見
“

〜
ソ
テ
ジ
は
韓
国
社
会
に
何
を
も
た
ら
し
た
の
か
〜

 

岡
田　

佳
奈

環
日
本
海
経
済
圏
と
舞
鶴
の
国
際
交
流

〜
浮
島
丸
事
件
が
起
こ
っ
た
地
域
か
ら
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和

的
未
来
を
考
え
る
〜 

川
原
あ
ゆ
み

北
朝
鮮
住
民
の
生
活
実
態

―
経
済
格
差
が
及
ぼ
す
影
響
を
中
心
に
― 

島
田　
　

碧

韓
国
と
日
本
に
お
け
る
少
子
化
問
題

〜
教
育
競
争
と
保
育
問
題
の
解
決
に
向
け
て
〜

 

樋
口　

芳
乃

変
化
す
る
日
中
関
係
の
中
で
の
尖
閣
諸
島
問
題

―
領
土
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
― 

三
矢　
　

楓

韓
国
に
お
け
る
外
見
重
視
の
風
潮

―
な
ぜ
美
容
整
形
が
盛
ん
な
の
か
― 

堀
田　

美
緒

ス
タ
ン
ド
・
ユ
ア
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
法
の
真
実

〜
ア
メ
リ
カ
南
部
に
残
る
暴
力
〜 

表　
　

魁
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
生
ま
れ
る
公
教
育
改
革
運
動
―
ニ
ュ
ー

オ
ー
リ
ン
ズ
市
の
事
例
か
ら
み
る
チ
ャ
ー
タ
ー
・
ス
ク
ー

ル
の
取
り
組
み
と
課
題 

赤
石　

涼
帆
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五

立
命
館
大
学
文
学
部
卒
業
論
文
題
目
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グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
光
と
影　

―
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
が
ア
メ
リ
カ
と
メ
キ
シ
コ
社
会
に
及
ぼ
す

影
響
― 

市
岡　

菜
摘

社
会
構
造
が
引
き
起
こ
す
沖
縄
ア
メ
ラ
ジ
ア
ン
問
題

―
米
軍
事
基
地
が
生
ん
だ
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
― 

伊
波
真
理
子

19
世
紀
ア
メ
リ
カ
西
部
と
銃
利
用　

〜
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
と
西
部
開
拓
を
通
じ
て
〜 

岡
田　

裕
貴

ユ
ダ
ヤ
人
に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
の
形
成

―
19
世
紀
か
ら
20
世
紀
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
事
例

を
中
心
に
― 

古
賀　

友
望

デ
ィ
ー
ン
・
G
・
ア
チ
ソ
ン
と
赤
狩
り
の
関
係
性

 
太
古　
　

集

中
央
ア
ジ
ア
・
カ
ス
ピ
海
地
域
の
石
油
資
源
を
巡
る
ア
メ

リ
カ
と
ロ
シ
ア
の
攻
防 

田
渕　
　

敦

ア
メ
リ
カ
女
性
の
結
婚
形
態 

田
村　

華
織

ア
リ
ゾ
ナ
州
ツ
ー
ソ
ン
統
一
学
区
メ
キ
シ
カ
ン
・
ア
メ
リ

カ
ン
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
問
題
か
ら
考
え
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
教
育
の
重
要
性 

冨
田
す
み
れ
子

世
紀
転
換
期
の
ア
メ
リ
カ
文
学
と
社
会

―
大
衆
小
説
か
ら
見
る
国
民
の
理
想
像
― 

宮
﨑　

温
子

ア
メ
リ
カ
建
国
期
に
お
け
る
黒
人

―
ト
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
か
ら
み
る
人
種
差
別
―

 

山
﨑
真
里
菜

B
ilin

gu
al

’s C
ode-sw

itch
in

g an
d L

an
gu

age 

C
om

bin
ation

s 

金　
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芋
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衣
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earn
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’ An
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n
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E
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岡
田
英
里
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E
n
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du
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 T
h
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 M
ovies 

中
川　

美
穂

D
em

otivatin
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 Japan
ese S

tu
den

ts

’ 
E

n
glish

 L
earn

in
g 

上
田　

麻
未

宇
多
田
ヒ
カ
ル
と
い
う
表
現 

大
北　

瑞
生

静
か
な
空
間　

フ
ェ
ル
メ
ー
ル
が
描
く
一
瞬 

岩
崎　

寛
子

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
９
・
１
１　

な
ぜ
独
立
に
こ
だ
わ
る
の
か

 

駒
田　

真
衣

カ
ミ
ュ
と
震
災　
　

 

木
村　

伊
織

キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
お
け
る
動
物
観
の
変
遷　

奴
隷
反
対

か
ら
動
物
愛
護
へ　

 

齊
藤
こ
こ
ろ

ア
ニ
メ
聖
地
を
巡
る
ひ
と　

地
域
活
性
化
と
コ
ン
テ
ン

ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム 

島
田　

悠
希

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
何
を
変
え
た
の
か　

近
代
文
学
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
変
容 

関　
　

浩
未

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
と
人 

當
山
由
梨
枝

ス
ロ
ー
シ
テ
ィ　

地
方
イ
タ
リ
ア
の
個
性
が
活
き
る
発
展

 

中
村　
　

聡

ド
ラ
マ
か
ら
み
る
現
代
ア
メ
リ
カ
の
家
族
「
デ
ス
パ
レ
ー

ト
な
妻
た
ち
」
の
観
点
か
ら 

田
中
真
穂
理

　

 

　

心
理
学
専
攻

　

 

　

大
学
ラ
ク
ロ
ス
選
手
に
お
け
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
心
理
的

競
技
能
力
の
関
連 

今
西　

彩
月

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
に
お
け
る
感
情
伝
達
の
機
能
と
解
釈

 

木
村　

優
希

青
年
期
に
お
け
る
痩
せ
願
望
と
ボ
デ
ィ
イ
メ
ー
ジ
の
関
連

 

冨
村
実
可
子

大
学
生
に
と
っ
て
の
「
居
場
所
」

―
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
の
関
連
に
お
い
て
― 

藤
村
あ
き
ほ

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
お
け
る
自
己
呈
示
と
賞
賛
獲
得
欲
求

―
拒
否
回
避
欲
求
と
の
関
連 

正
木
さ
や
か

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
お
よ
び
ハ
ー
デ
ィ
ネ
ス
の
心
理
的
ス
ト
レ

ス
反
応
低
減
効
果
の
検
討 

山
口　

直
剛

説
明
文
産
出
に
お
け
る
相
互
作
用
の
質
が
文
章
の
わ
か
り

や
す
さ
に
及
ぼ
す
影
響 

老
松　

志
郎

自
閉
症
児
に
お
け
る
日
常
場
面
で
の
会
話
と
表
情
理
解

〜
簡
単
計
算
・
音
読
課
題
の
介
入
の
効
果
〜 

楊
井　
　

孝

自
閉
症
児
（
者
）
の
母
親
の
心
理
的
変
容
過
程
と
余
暇
支

援
サ
ー
ク
ル
参
加
と
の
関
連 

天
池　
　

輝

分
数
に
お
け
る
概
念
理
解
の
検
討

―
等
全
体
・
等
分
割
に
着
目
し
て
― 

佐
々
木
千
智

ジ
グ
ソ
ー
学
習
が
中
学
生
の
学
習
意
欲
に
及
ぼ
す
効
果
の

検
証

〜
生
徒
全
員
が
役
割
が
あ
る
授
業
を
目
指
し
て
〜 

澤
田　

清
吾

自
閉
症
児
の
模
倣
行
動
の
強
化

―
簡
単
な
計
算
・
音
読
課
題
へ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
―

 

田
中　

雄
介

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
知
識
の
抑
制
と
割
合
概
念
の
関
係

 

畑　
　

康
希

説
明
文
理
解
を
促
す
方
略
の
検
討 

渡
辺　

聖
良
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健
康
高
齢
者
の
学
習
活
動
終
了
後
に
お
け
る
認
知
機
能
活

性
化
の
効
果
の
変
化 

今
村　

和
子

幼
児
の
好
奇
心
に
関
す
る
実
験
観
察

〜
新
奇
性
・
探
索
・
問
題
解
決
の
三
側
面
か
ら
〜 

妹
尾　

隼
人

児
童
の
社
会
的
表
示
規
則
の
判
断
に
つ
い
て 

山
口　

望
実

「
魔
の
二
歳
児
」
の
言
動
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
の

検
討

〜
保
育
場
面
に
お
け
る
実
践
的
研
究
〜 

青
木　

美
穂

幼
児
の
人
物
画
に
お
け
る
色
彩
表
現
の
描
画
対
象
に
よ
る

差
異
お
よ
び
発
達
的
変
化
の
検
討 

伊
藤　

ま
り

知
識
状
態
の
理
解
が
幼
児
の
道
徳
判
断
に
及
ぼ
す
影
響
に

関
す
る
実
験
的
研
究 
大
　

鮎
果

幼
児
の
色
に
対
す
る
味
覚
イ
メ
ー
ジ
の
発
達
的
検
討

 

北
山
佳
奈
枝

幼
児
期
に
お
け
る
被
援
助
場
面
で
の
返
報
行
動
の
発
達
的

変
化 

小
山
菜
摘
美

幼
児
の
親
密
性
が
遊
び
の
進
行
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る

実
験
的
研
究 

下
﨑
優
莉
華

幼
児
期
に
お
け
る
色
彩
選
好
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
関
連
性

〜
カ
ラ
ー
・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
・
テ
ス
ト
を
用
い
た
検
討
〜

 

鈴
木
友
貴
奈

大
学
生
の
時
間
的
展
望
が
親
準
備
性
に
与
え
る
影
響

 

広
地　

慶
竜

保
育
士
に
よ
る
乳
幼
児
の
寝
か
し
つ
け
場
面
の
行
動
観
察

研
究 

山
田　

華
恵

音
高
と
言
葉
に
よ
る
概
念
化
に
関
す
る
研
究 

木
下　

貴
裕

思
い
込
み
と
批
判
的
思
考
態
度
と
の
関
連
性
に
つ
い
て

 

杉
浦　

明
子

サ
ー
ク
ル
テ
ス
ト
及
び
時
間
的
展
望
文
章
完
成
法
を
用
い

た
高
齢
者
の
時
間
的
展
望

―
大
学
生
と
比
較
し
て
― 

井
上　
　

舞

移
行
対
象
と
青
年
期
後
期
の
慰
め
る
存
在 

小
林　

稚
菜

女
子
大
学
生
に
お
け
る
理
想
の
生
き
方
と
子
を
産
む
理
由

の
関
連 

髙
橋　

茉
衣

育
児
期
に
お
け
る
女
性
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
夫
婦
関

係
の
関
連

―
夫
か
ら
の
育
児
サ
ポ
ー
ト
に
着
目
し
て
― 

谷
口　

万
帆

青
年
期
に
お
け
る
居
場
所
感
の
比
較

〜
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
分
析
を
通
し
て
〜 

中
野　

菜
奈

女
子
青
年
の
結
婚
観
形
成

―
両
親
の
夫
婦
関
係
と
父
親
と
の
関
係
に
着
目
し
て
―

 

中
道　

彩
乃

大
学
生
の
親
イ
メ
ー
ジ
が
自
己
愛
的
甘
え
に
与
え
る
影
響

―
家
族
イ
メ
ー
ジ
法
を
用
い
た
検
討
― 

俣　

葉
月

青
年
期
の
独
立
意
識
と
親
子
間
の
親
密
さ
の
関
連
性

 

藤
岡　

祐
子

大
学
生
に
お
け
る
仮
想
的
有
能
感
と
協
同
作
業
認
識
の
関
連

 

村
上　

達
紀

離
婚
に
対
す
る
否
定
的
意
識
の
形
成
過
程

―
離
婚
家
庭
の
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
に
着
目
し
て
―

 

山
本
留
梨
子

親
子
共
同
住
居
の
女
子
大
学
生
の
母
親
か
ら
の
心
理
的
離

乳
過
程
の
語
り 
荒
木
沙
理
奈

情
動
的
共
感
性
が
報
道
に
よ
る
犯
罪
者
イ
メ
ー
ジ
の
形
成

に
及
ぼ
す
影
響 

岩
城
穂
乃
花

少
年
非
行
の
原
因
に
関
す
る
高
校
生
と
保
護
観
察
官
の
認

識
の
違
い

―
内
閣
府
の
世
論
調
査
票
を
参
考
に
し
た
比
較
か
ら
―

 

上
田　

眞
之

立
ち
直
り
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー

―
支
援
す
る
学
生
の
場
の
意
味
に
着
目
し
て
― 

菊
地　

優
奈

協
力
雇
用
主
に
よ
る
刑
務
所
出
所
者
等
の
雇
用
に
か
か
わ

る
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
研
究 

藤　

絢
子

い
じ
め
体
験
者
に
よ
る
大
学
で
の
友
人
関
係
構
築
に
つ
い

て
の
語
り 

長
尾　

知
美

大
学
生
の
ア
レ
キ
シ
サ
イ
ミ
ア
傾
向
と
友
人
関
係
の
関
連

―
親
へ
の
愛
着
歴
及
び
友
人
へ
の
愛
着
に
よ
る
影
響
―

 

樋
口　

希
瑛

ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
み
る
環
境
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

の
関
連 

水
戸　

智
舟

現
代
青
年
の
理
想
と
す
る
親
子
関
係
に
つ
い
て

―
大
学
生
の
自
由
記
述
内
容
の
分
析
か
ら
― 

宮
本
真
由
美

一
人
っ
子
の
男
子
大
学
生
の
養
護
性
の
形
成
過
程
に
つ
い

て
の
質
的
検
討 

〜
養
護
・
被
養
護
体
験
に
着
目
し
て
〜 

岸
田　

悠
佑

就
労
・
育
児
と
女
性
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
選
択
と
の
関
連

―
理
想
と
現
実
と
の
差
異
に
着
目
し
て
― 

木
村
茉
那
美

高
齢
者
介
護
施
設
職
員
の
職
場
ス
ト
レ
ス
と
精
神
的
健
康

―
職
場
内
人
間
関
係
に
着
目
し
て
― 

木
本　

麻
由

思
春
期
か
ら
青
年
期
の
子
育
て
を
通
し
た
母
親
の
心
理
的

変
化
と
そ
の
関
連
要
因

―
娘
と
の
親
子
間
葛
藤
の
経
験
に
着
目
し
て
― 

地
下　

昌
里
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大
学
生
の
友
人
関
係
に
お
け
る
役
割
行
動
期
待
度
の
ズ
レ

と
対
人
ス
ト
レ
ス
の
関
連

―
親
密
度
の
段
階
に
着
目
し
て
― 

田
中　

郁
美

青
年
期
に
お
け
る
親
の
期
待
の
捉
え
方
と
そ
の
関
連
要
因

―
青
年
の
進
路
決
定
に
着
目
し
て
― 

二
瓶　

祥
吾

夫
婦
間
葛
藤
の
認
知
と
友
人
関
係
が
精
神
的
健
康
に
及
ぼ

す
影
響

―
青
年
期
の
子
ど
も
を
対
象
に
― 

藤
田　

瑞
紀

友
人
関
係
に
お
け
る
対
人
葛
藤
が
も
た
ら
す
心
理
的
変
化

―
青
年
期
女
子
の
語
り
か
ら
― 

村
上　

千
春

恋
人
と
の
交
際
か
ら
得
ら
れ
る
成
長
過
程
の
検
討

―
恋
人
と
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
に
着
目
し
て
―

 

森
下　

千
尋

幼
児
を
も
つ
母
親
の
育
児
に
対
す
る
心
理
的
変
化

―
育
児
不
安
、
育
児
幸
福
感
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
着
目
し
て
― 

山
西　

希
美

大
学
生
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
と
攻
撃
性
の
関
連

 

赤
井
英
里
香

仮
設
住
宅
に
お
け
る
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
エ
ス
ノ
グ

ラ
フ
ィ

―
福
島
県
笹
谷
東
部
仮
設
住
宅
の
集
会
所
の
事
例
か
ら
―

 

天
野　

丞
可

引
き
こ
も
り
・
不
登
校
経
験
者
を
対
象
と
し
た
セ
ル
フ
ヘ

ル
プ
グ
ル
ー
プ
の
在
り
方
と
参
加
者
の
心
の
変
化

 

加
藤　

り
さ

関
西
か
ら
捉
え
た
東
日
本
大
震
災
三
年
後
の
福
島

〜
食
と
安
全
性
の
意
識
調
査
か
ら
〜 

河
野　
　

賢

質
的
分
析
法
を
用
い
た
裁
判
員
裁
判
型
評
議
過
程
の
モ
デ

ル
化 

小
坂　

祐
貴

大
学
生
活
に
お
け
る
授
業
の
布
置
と
そ
の
変
容

―
４
回
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
― 

清
水　

大
地

カ
ネ
ミ
油
症
被
害
者
の
病
気
の
受
容
と
開
示
の
プ
ロ
セ
ス

〜
個
人
調
書
（
裁
判
準
備
書
面
）
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
〜

 

中
村　

仁
美

健
康
観
と
地
域
・
社
会
特
性　

〜
日
本
に
住
む
大
学
生
を
対
象
と
し
た
調
査
よ
り
〜

 

野
津
伽
耶
子

大
学
生
が
力
を
発
揮
し
た
い
場
面
の
前
に
準
備
す
る
こ
と

―
試
合
・
試
験
・
発
表
を
中
心
に
― 

平
井　

美
帆

計
算
課
題
の
挿
入
に
よ
る
文
脈
効
果
へ
の
影
響 

澤
田　
　

亮

論
理
的
警
告
及
び
感
情
的
警
告
が
歪
曲
さ
れ
た
歴
史
に
対

す
る
認
識
変
化
に
及
ぼ
す
効
果 

酒
井　

紘
人

大
学
生
に
お
け
る
色
彩
選
好
性
と
ユ
ニ
ー
ク
ネ
ス
欲
求
と

の
関
連 

五
十
棲
早
希

女
子
大
生
に
お
け
る
装
い
の
目
的

―
自
尊
心
と
賞
賛
獲
得
欲
求
・
拒
否
回
避
欲
求
に
着
目
し
て
―

 

亀
井　

千
穂

大
学
生
の
自
尊
心
の
高
低
と
友
人
関
係 

竹
本　
　

舞

購
買
志
向
と
日
常
生
活
に
お
け
る
選
択
の
関
連
性

 

戸
田　

悦
子

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
伴
う
情
報
操
作
の
影
響
と
そ
の
影
響
を

打
ち
消
す
条
件
に
つ
い
て
の
検
討 
仲　
　

真
人

子
の
結
婚
観
形
成
に
及
ぼ
す
影
響

―
両
親
の
夫
婦
関
係
と
異
性
の
親
と
の
関
係
認
知
に
着
目
し
て
―

 

弓
岡　

千
恵

停
止
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
お
け
る
視
覚
的
影
響 

坂
本　

真
也

弁
証
法
的
自
己
観
が
消
費
行
動
に
与
え
る
影
響 

富
田　

夏
生

弱
小
企
業
に
お
け
る
比
較
広
告
の
効
果
の
検
討 

淺
岡
詩
央
里

観
光
目
的
地
に
対
す
る
動
機
と
属
性 

池
田　

菜
美

電
車
に
お
け
る
駆
け
込
み
乗
車
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
と

決
定
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ 

岩
﨑　

大
樹

着
色
及
び
着
色
の
濃
淡
が
味
の
知
覚
に
及
ぼ
す
影
響

―
飲
料
に
お
け
る
赤
色
の
検
証
― 

奥
村　

未
希

野
球
に
お
け
る
ピ
ン
チ
の
度
合
い
と
対
応
策 

金
城　

岳
野

ボ
ー
ル
と
背
景
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
及
ぼ
す
打
撃
成
績

へ
の
影
響 

柴
田　

篤
人

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ダ
ブ
ル
ス
に
お
け
る
ロ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

の
予
測
精
度
に
影
響
を
与
え
る
要
因 

下
村　

瑞
樹

課
題
遂
行
時
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
音
の
妨
害
効
果

に
つ
い
て 

石
谷　
　

紬

運
動
部
活
動
へ
の
参
加
に
よ
る
大
学
生
と
先
延
ば
し
の
関

係
の
変
化 

赤
木　

優
花

大
学
生
の
就
職
不
安
に
お
け
る
精
神
的
健
康
及
び
親
と
の

依
存
―
独
立
の
葛
藤 

玉
城　
　

南

成
人
に
お
け
る
独
り
言
の
発
生
と
発
話
傾
向
・
認
知
欲
求

の
関
連 

梅
澤　

康
平

認
知
的
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
と
非
構
造
的
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
関
係

 

足
立　

望
実

利
他
的
行
動
に
関
す
る
実
験
的
研
究

―
利
他
的
行
動
の
ビ
デ
オ
視
聴
が
及
ぼ
す
影
響
― 

石
井　

聖
子

糖
尿
病
患
者
に
対
す
る
セ
ル
フ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る
食

事
環
境
の
改
善
支
援
―
家
族
と
し
て
の
視
点
か
ら
見
た

支
援 

井
西　

祥
元
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Ａ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
自
主
学
習
に
よ
る
先
延
ば
し
行
動
の
事

例
研
究 

桐
田　

彰
人

Ｐ
Ｍ
Ｓ
・
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｄ
の
女
子
大
学
生
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー

ト
の
関
連

―
ス
ト
レ
ス
・
コ
ー
ピ
ン
グ
に
着
目
し
て
― 

中
澤　

礼
子

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
ト
ー
リ
ー
を
扱
っ
た
研
究
の
文
献
調
査

 

永
井　

千
晴

発
達
障
害
児
に
お
け
る
条
件
性
弁
別
を
用
い
た
他
者
視
点

の
形
成 

沼
田　

直
己

行
動
分
析
学
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
問
題
解
決
能

力
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て 
山
本　

久
斗

対
人
恐
怖
を
持
つ
学
生
に
対
す
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果 

励　
　

依
夫

デ
ー
タ
付
き
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
不
法
駐
輪
軽
減
の
効
果
に

つ
い
て 

今
泉　

智
子

補
助
具
を
使
用
し
た
イ
ン
ス
テ
ッ
プ
キ
ッ
ク
の
改
善

 

大
森　
　

徹

硬
式
テ
ニ
ス
経
験
者
の
フ
ァ
ー
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
技
術
向
上

に
及
ぼ
す
ホ
ー
ス
練
習
の
効
果 

大
屋
美
沙
希

大
学
生
の
音
読
に
お
け
る
「
あ
が
り
」
喚
起
状
況
に
よ
る

失
敗
数
の
変
移 

岡
田　

創
吉

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
コ
ー
チ
ン
グ
は
可
能
か 

中
谷　

勇
斗

学
生
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
に
よ
る
車
椅
子
を
使
用
し
て
い
る
特

別
支
援
学
校
の
生
徒
に
対
す
る
模
擬
喫
茶
店
舗
に
お
け

る
就
労
支
援 

水
野
し
お
り

特
別
支
援
学
校
の
生
徒
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
行
動
の
獲
得

 

吉
尾　

玲
美

言
語
情
報
が
信
頼
性
判
断
に
及
ぼ
す
影
響
：
真
顔
と
笑
顔

の
比
較 

伊
藤
早
弥
香

犯
罪
場
面
に
お
け
る
声
の
発
言
速
度
が
犯
罪
者
の
年
齢
認

知
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

―
口
語
体
と
文
語
体
の
違
い
に
注
目
し
て
― 

大
北　

晃
平

言
語
的
符
号
化
の
違
い
が
視
覚
シ
ン
ボ
ル
の
記
憶
に
及
ぼ

す
影
響 

友
松　

亮
介

製
品
の
入
手
可
能
性
と
重
要
度
が
購
買
意
図
に
及
ぼ
す
効
果

 

福
井　

和
也

想
起
の
難
し
さ
が
気
分
不
一
致
効
果
に
与
え
る
影
響

 

松
井　

千
裕

色
嗜
好
の
認
知
と
居
住
空
間
の
印
象
評
価
の
関
連
性

 

渡
辺　

有
紀

個
人
の
色
彩
の
嗜
好
が
住
空
間
へ
の
安
心
感
に
及
ぼ
す
影
響

 

神
先　

里
沙

刺
激
色
の
変
化
が
運
動
時
の
視
覚
や
動
作
に
与
え
る
影
響

 

島
山　

雄
光

語
尾
の
違
い
に
よ
っ
て
受
け
る
印
象
の
変
化 

髙
宮　

大
輝

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
配
色
と
味
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
印
象
比
較

 

田
村　

明
莉

単
純
作
業
時
に
お
け
る
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
作
業
効
率
及
び
、
作
業

時
ス
ト
レ
ス
に
及
ぼ
す
影
響 

中
藤　

康
太

色
と
形
の
調
和
を
規
定
す
る
要
因
の
研
究 

口　

菜
美

若
年
層
で
の
年
齢
差
が
色
認
識
の
個
人
差
に
及
ぼ
す
影
響

 
松
尾　

洋
介

印
象
の
変
化
が
人
物
の
好
意
度
に
及
ぼ
す
影
響 
和
佐
田
有
美

連
続
フ
ラ
ッ
シ
ュ
抑
制
に
お
け
る
顔
刺
激
の
提
示
時
間
が

顔
と
顔
表
情
の
順
応
効
果
に
及
ぼ
す
影
響 

戴　
　

子
堯

「
蛇
の
回
転
」
図
形
を
見
る
こ
と
が
集
中
力
に
及
ぼ
す
効
果

 

岩
元　
　

愛

物
語
に
よ
っ
て
誘
導
さ
れ
た
感
情
が
色
彩
選
択
に
及
ぼ
す

効
果

―
主
人
公
の
服
の
色
の
着
色
課
題
を
用
い
て
― 

田
中
み
の
り

講
義
室
内
の
物
理
的
環
境
が
大
学
生
の
居
眠
り
行
動
に
及

ぼ
す
影
響 

道
勇　

公
美

明
晰
夢
を
見
る
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
特
性
、夢
の
内
容
、

夢
で
感
じ
る
感
情
お
よ
び
夢
へ
の
態
度 

保
出
志
緒
美

日
常
の
音
楽
聴
取
に
お
い
て
好
ま
れ
る
歌
詞
と
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
と
の
関
連 

丸
野　

夏
実

同
一
色
相
の
二
色
配
色
刺
激
に
お
け
る
面
積
比
が
調
和
性

に
及
ぼ
す
効
果 

吉
田　

靖
志

単
語
認
知
に
お
け
る
表
記
頻
度
の
影
響 

上
辰　

耕
平

避
難
指
示
文
が
緊
急
時
の
判
断
・
行
動
に
与
え
る
影
響

 

安
達
奈
緒
子

異
性
関
係
の
発
展
・
維
持
・
崩
壊
と
社
会
的
サ
ブ
ス
キ
ル

 

大
西　

啓
友

広
告
の
潜
在
認
知
と
そ
の
促
進
・
抑
制
効
果
の
検
討

 

阪
口　

祐
太

空
間
移
動
に
お
け
る
空
間
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
の
特
性

 

髙
橋
ま
り
あ

予
期
さ
れ
る
後
悔
の
過
大
評
価
と
過
小
評
価 

中
島　

詩
乃

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
は
抑
制
で
き
る
か
：
オ
ー
バ
ー
ハ
ー
ド
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
検
討 

原
口　

拓
磨

地
域
限
定
ラ
ベ
ル
が
引
き
起
こ
す
商
品
の
購
買
意
欲

 

坂
東　

大
輔
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環
境
配
慮
行
動
の
規
定
因
に
つ
い
て

―
個
人
特
性
と
状
況
認
知
の
観
点
か
ら
― 

松
浦　

愛

協
同
問
題
解
決
に
お
け
る
個
人
意
見
の
外
化
の
効
果

 

山
本　

雄
大

算
数
の
文
章
題
に
お
け
る
内
容
理
解
に
及
ぼ
す
つ
ぶ
や
き

読
み
の
効
果 

杉
山　

寛
明

他
者
説
明
に
よ
る
自
己
理
解
促
進

〜
学
習
に
お
け
る
他
者
説
明
効
果
の
影
響
・
相
手
の
反
応
に

対
す
る
変
化
〜 

永
井　

舞
夏

他
者
の
視
点
が
女
子
大
学
生
の
自
己
理
解
の
促
進
に
与
え

る
効
果 
浅
井
マ
ナ
ト

男
子
大
学
生
の
恋
愛
タ
イ
プ
と
結
婚
観
の
関
連
性
に
つ
い
て

 

伊
勢
谷
璃
帆

居
住
形
態
別
大
学
生
に
お
け
る
対
人
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン

グ
と
抑
う
つ
と
の
関
連
性 

井
上　

尚
子

大
学
生
の
対
人
ス
ト
レ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
傾
向
と
精
神
的
健

康
度
と
の
関
連
に
つ
い
て

―
課
外
活
動
集
団
内
に
注
目
し
て
― 

植
田　

雅
貴

い
じ
め
に
対
処
を
し
た
小
学
校
教
師
の
心
的
プ
ロ
セ
ス

 

大
平　

梨
絵

離
婚
を
経
験
し
た
ひ
と
り
親
の
心
理
的
過
程

―
子
育
て
を
一
通
り
経
験
し
た
母
親
の
語
り
か
ら
―

 

立
花　

咲
葵

課
題
箱
庭
制
作
に
お
け
る
自
己
理
解

―
「
過
去
の
自
分
」「
現
在
の
自
分
」「
未
来
の
自
分
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
― 

永
田　

麻
友

大
学
生
に
お
け
る
過
去
の
被
養
育
経
験
と
現
在
の
自
立
心

と
の
関
連 

古
家　

壮
介

大
学
生
に
お
け
る
感
謝
と
主
観
的
幸
福
感
及
び
精
神
的
健

康
と
の
関
連
性 

虫
生
里
沙
子

　

 

　

京
都
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

 

　

司
馬
遼
太
郎
の
「
原
点
」

―
〈
京
都
〉
か
ら
探
る
― 

天
野　

美
有

狂
言
と
〈
京
都
〉 

伊
藤　

早
恵

〈
京
都
〉
に
お
け
る
教
育
の
変
遷 

加
畑　

輝
樹

和
菓
子
と
〈
京
都
〉 

清
水　

葉
月

ア
ン
ノ
ン
族
と
〈
京
都
〉 

鈴
木
裕
加
里

〈
京
都
〉
に
お
け
る
遊
廓
・
遊
女 

田
代　

莉
穂

森
見
登
美
彦
と
〈
京
都
〉 

成
元　

美
香

文
学
に
於
け
る
「
嫁
盗
み
」
論 

西
本　

佳
代

京
野
菜
に
つ
い
て 

福
本　

紫
織

〈
京
都
〉
と
桜 

藤
井　

聡
子

谷
崎
潤
一
郎
と
〈
京
都
〉 

渡
邉　

紗
弓

き
も
の
に
お
け
る
「
京
都
」 

川
口　

侑
利

平
家
に
と
っ
て
の
雅
楽 

大
杉
ひ
か
り

祇
園
祭
の
山
鉾
の
由
来

〜
町
衆
は
ど
の
よ
う
に
選
ん
だ
の
か
〜 

神
谷　

和
実

明
治
時
代
の
京
都
に
お
け
る
女
子
教
育
そ
の
問
題
点
と
終

着
点 

上
甲　

貴
志

平
安
時
代
の
人
物
譚
の
発
生
と
伝
播
に
関
す
る
一
考
察

 
中
野　
　

茜

広
隆
寺
の
本
尊
に
つ
い
て 
永
井　

華
子

幕
末
維
新
期
に
お
け
る
京
都
民
衆
の
天
皇
観 

𠮷
田　
　

匠

細
川
藤
孝
と
忠
興
の
改
姓

―
「
長
岡
」
姓
の
意
義
― 

米
谷
ま
ど
か

京
都
近
代
化
に
お
け
る
日
本
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係

―
日
本
聖
公
会
を
題
材
に
― 

尹　
　

瑩
載

樂
焼
の
継
承

〜
伝
統
を
考
え
る
〜 

磯
見　

亮
輔

伏
見
人
形
の
需
要
の
変
化
に
つ
い
て

―
信
仰
の
対
象
か
ら
嗜
好
品
を
経
て
― 

北
田　

万
葉

近
代
着
物
デ
ザ
イ
ン
の
東
西
比
較

―
百
貨
店
図
案
か
ら
― 

中
村　

紀
子

近
世
以
降
に
お
け
る
京
都
の
花
木
の
名
所
の
盛
衰
と
そ
の

背
景 

辻
村　

友
里

阪
急
西
院
駅
周
辺
に
お
け
る
路
上
放
置
自
転
車
の
実
態
と

そ
の
要
因 

加
藤　

明
香

京
都
に
お
け
る
近
代
建
築
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
観
光
資

源
と
し
て
の
活
用 

高
鶴
あ
り
さ

一
九
六
〇
年
代
以
降
の
商
店
街
の
変
容
及
び
持
続
性
と
そ

の
地
域
的
特
徴

―
京
都
市
中
京
区
商
店
街
を
対
象
に
― 

小
門　
　

愛

阪
急
電
鉄
西
山
天
王
山
駅
の
新
設
に
伴
う
周
辺
地
域
の
土

地
利
用
変
化
に
つ
い
て 

澤
井　
　

翠

京
都
市
中
心
部
に
お
け
る
町
家
再
生
店
舗
の
フ
ァ
サ
ー
ド

の
類
型
化
か
ら
見
る
景
観
問
題 

西
村　

優
里

京
都
市
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
事
例
と
利

用
状
況
の
地
域
的
差
異 

藤
井　

康
史
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京
都
市
に
お
け
る
夜
間
街
路
景
観
形
成
の
現
状
と
そ
の
地

域
的
特
性

―
祇
園
新
橋
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
中
心
と
し
て
―

 

古
田　

直
也

近
年
の
京
都
市
に
お
け
る
大
学
と
地
域
の
連
携
と
地
域
活

性
化
の
取
り
組
み 

古
田　

莉
奈

京
都
の
門
前
町
の
町
づ
く
り
と
地
域
活
性
化 

山
口　

美
景

京
都
に
お
け
る
観
光
ト
レ
ン
ド
の
変
化
と
ま
ち
歩
き
観
光

 

金　
　

有
旻

京
の
都

―
恭
仁
京
を
め
ぐ
っ
て
― 
木
原
穂
奈
美

七
・
七
禁
令
が
京
都
の
産
業
及
び
市
民
に
あ
た
え
た
影
響

 

須
藤
真
理
恵

『
都
名
所
図
会
』
の
読
者
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
京
都 

清
野　
　

彩

京
都
の
医
学
史

―
僧
医
に
着
目
し
て
― 

垂
井　

謙
太

江
戸
時
代
に
お
け
る
京
絵
図 

古
川　

万
愛

京
都
に
お
け
る
廃
仏
毀
釈
と
そ
の
反
抗
運
動 

田
畑　

智
英

京
都
市
に
お
け
る
景
観
問
題
の
変
遷
と
ま
ち
づ
く
り

―
明
倫
学
区
を
事
例
に
― 

井
岡　

美
優

立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
東
門
前
に
お
け
る
商
業
環

境
の
変
容 

大
塚　

茉
莉

酒
造
・
月
桂
冠
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
に
対
す
る
大
学
生
の
見
解

と
そ
の
考
察 

小
田
佳
於
里

鴨
川
納
涼
の
文
化
史

―
近
代
の
変
容
期
に
着
目
し
て
― 

加
藤　

千
尋

現
代
京
都
に
お
け
る
銭
湯
の
役
割

―
上
京
区 

山
城
温
泉
の
参
与
観
察
か
ら
― 

川
村　
　

愛

食
料
品
チ
ェ
ー
ン
ス
ー
パ
ー
の
立
地
特
性

―
京
都
市
の
フ
レ
ス
コ
を
事
例
に
― 

北
井　

拓
郎

京
都
市
宇
多
野
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
に
お
け
る
宿
泊
者
・
地

域
住
民
向
け
イ
ベ
ン
ト
事
業
と
そ
の
役
割 

黒
川　

真
奈

祇
園
花
街
と
「
ね
り
も
の
」
の
実
施
動
向

―
明
治
期
以
降
を
中
心
に
― 

三
浦　

実
香

地
方
小
都
市
に
お
け
る
観
光
政
策
の
変
遷

―
松
本
市
に
お
け
る
脱
「
小
京
都
」
化
に
焦
点
を
当
て
て
―

 

村
山　

佳
織

　

 

　

言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

 

　

流
行
語
か
ら
み
る
表
現
構
造
の
推
移 

中
村　

由
佳

字
幕
・
吹
き
替
え
か
ら
読
み
解
く
表
現
体 

三
浦
健
太
郎

幼
少
期
か
ら
始
め
る
ラ
ジ
オ
ラ
イ
フ 

稲
葉　

千
秋

か
ら
だ
の
不
自
由
な
ひ
と
の
た
め
の
観
光
雑
誌 

井
上
由
加
里

考
察
「
伊
坂
幸
太
郎
」
の
表
現
手
法

〜
『
ラ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
フ
』
に
お
け
る
伏
線
の
特
徴
〜

 

鴨
井
み
な
み

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
み
ら
れ
る
新
た
な
季
語
の
効
果

 

岸
上　

紗
英

オ
ー
デ
ィ
オ
ド
ラ
マ
『
東
京
は
ー
と
れ
い
ん
』 

三
ノ
丸
裕
貴

高
校
生
へ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
型
授
業
の
提
案

〜
小
中
学
生
の
「
対
話
授
業
」
と
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技

法
か
ら
〜 
田
中
里
衣
子

読
み
語
り

〜
京
の
昔
ば
な
し
〜 

西
部　

百
恵

読
み
語
り

〜
京
の
昔
ば
な
し
〜 

野
里
朱
美
礼

新
聞
に
み
る
日
本
語
表
現
の
現
状
と
課
題 

廣
瀬　

隼
人

オ
ー
デ
ィ
オ
ド
ラ
マ
『
東
京
は
ー
と
れ
い
ん
』 

玉
井　

伸
吾

日
常
会
話
の
報
告
場
面
に
お
け
る
応
答
の
適
切
性

 

安
達
瑠
見
子

子
ど
も
の
性
別
の
違
い
に
よ
る
養
育
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
態
度
の
比
較 

安
部　

観
月

運
動
表
現
中
に
お
け
る
心
理
描
写
・
説
明
文
の
表
現
理
解

へ
の
効
果 

生
田　

聡
満

異
性
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
す
れ
違
い
の
分
析

 

亀
井
恵
美
里

若
者
が
使
用
す
る
ぼ
か
し
表
現
と
対
人
関
係
へ
の
意
識

―
大
学
生
の
使
用
実
態
を
中
心
に
― 

河
地　

真
里

日
常
会
話
に
お
い
て
話
題
の
転
換
を
促
す
認
知
的
要
因

 

北
野　

藍
子

サ
ッ
カ
ー
に
お
け
る
声
掛
け
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
効
果

 

谷
口　

智
紀

有
声
の
「
間
」
と
無
音
の
「
間
」
に
対
す
る
気
ま
ず
さ
の

比
較 

原
田　

幹
子

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
の
接
客
場
面
に
お
け
る
表
情
切
り

替
え
の
タ
イ
ミ
ン
グ 

福
井　
　

茜

”褒
め
“
と
”フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
“
を
用
い
た
効
果
的
な
ス

ポ
ー
ツ
指
導
に
つ
い
て

〜
中
学
生
選
手
へ
の
効
果
的
な
指
導
法
の
発
掘
に
向
け
て
〜

 

堀
永　

雅
斗

邦
楽
に
お
け
る
音
と
表
記
の
ズ
レ

〜
歌
詞
に
お
け
る
ふ
り
が
な
の
分
析
を
通
じ
て
〜 

崔　
　

世
衍
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ジ
ブ
リ
作
品
の
字
幕
翻
訳
に
見
る
日
米
の
文
化
差

 

村
上　

真
穂

偏
見
を
め
ぐ
る
人
間
の
あ
り
方
を
描
く
。
創
作
小
説

「
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
」 

稲
垣　
　

薫

小
説
『
峠
の
恋
』

〜
遊
郭
を
舞
台
に
女
性
の
「
自
己
」
の
成
長
を
描
く
〜

 

荻
原　

里
美

『
阪
急
電
車
』
に
お
け
る
内
的
独
白
表
現　

―
「
物
語
の
推
進
力
」
へ
の
効
果
を
探
る
― 

鬼
塚　

由
梨

『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
』
の
台
詞
の
特
徴

〜
台
本
に
お
け
る
言
語
表
現
か
ら
見
る
千
尋
の
自
立
〜

 
数
阪　

喜
咲

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小
説
『
雨
宿
り
ご
っ
こ
』 

―
水
危
機
と
環
境
破
壊
の
先
の
世
界
を
描
く
― 

木
村　

梓
美

日
本
生
ま
れ
の
ダ
ブ
ル
の
子
供
に
対
す
る「
寄
り
添
い
型
」

ス
キ
ャ
フ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

―
教
科
学
習
の
理
解
を
促
す
た
め
に
― 

近
藤　

実
穗

ロ
ボ
ッ
ト
だ
け
の
世
界

〜
非
人
間
の
心
理
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜 

坂
井　

孝
至

小
説
『
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
』

―
現
代
社
会
の
生
き
づ
ら
さ
か
ら
仮
想
世
界
に
は
ま
っ
て
い

く
女
性
を
描
く
― 

野
村　

百
香

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
東
北
を
舞
台
と
し
た
旅
随
筆

―
「
旅
」
で
捉
え
る
多
文
化
理
解
が
生
み
出
す
未
来
―

 

真
木
あ
す
か

長
野
ま
ゆ
み
『
少
年
ア
リ
ス
』
に
お
け
る
世
界
観

―
ル
ビ
表
記
が
作
品
に
与
え
る
効
果
に
注
目
し
て
―

 

三
宅　

美
緒

小
説
「
夕
方
、
6
時
半
以
降
の
情
景
」

〜
自
信
喪
失
か
ら
の
リ
カ
バ
リ
ー
、
否
定
的
な
考
え
方
か
ら

の
脱
却
〜 

山
口　

晴
菜

依
存
型
安
寧
社
会
の
行
く
末
と
「
ひ
と
つ
の
幸
福
」
の
選

択
を
描
く
小
説
題
名
『B

rion
gloid.

』 

中
西
須
瑞
化

小
学
校
に
お
け
る
Ｊ
Ｓ
Ｌ
児
童
に
対
す
る
教
育
実
践
報
告

―
授
業
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
観
点
か
ら
―

 

安
藤　

祐
実

日
本
の
飲
食
店
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
外
国
人
留
学
生
の

た
め
の
教
材
開
発 

内
田　

百
香

日
本
語
学
習
者
の
作
文
に
対
す
る
教
師
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

―
具
体
的
で
肯
定
的
な
コ
メ
ン
ト
の
考
察
― 

太
田
い
ず
み

中
国
人
日
本
語
学
習
者
が
日
本
の
新
聞
を
読
む
た
め
の
カ

タ
カ
ナ
語
教
育 

垣
尾
玲
央
菜

外
国
人
が
日
本
武
道
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
指
導
者
に
な
る

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
分
析

〜
武
道
の
国
際
普
及
に
伴
う
諸
問
題
〜 

小
山
み
い
む

韓
国
人
日
本
語
学
習
者
の
た
め
の
カ
タ
カ
ナ
学
習

〜
長
音
の
表
記
か
ら
の
考
察
〜 

髙
木　

茉
衣

異
文
化
間
に
お
い
て
色
彩
語
の
イ
メ
ー
ジ
が
も
た
ら
す
文

化
的
相
違 

―
日
英
中
の
三
言
語
間
の
比
較
― 

田
中　

宏
道

日
韓
大
学
生
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ア
プ
リ
へ
の
意
識
と
実
態

 

田
中　
　

舞

外
国
人
児
童
散
在
地
域
に
お
け
る
「
地
域
日
本
語
教
室
」

で
活
動
す
る
指
導
者
の
経
験
過
程 
中
野　

陽
子

留
学
生
同
士
の
会
話
に
お
け
る
気
遣
い

〜
第
三
者
言
語
接
触
場
面
に
お
け
る
会
話
の
一
考
察
〜

 

蜂
屋　

静
香

日
本
の
飲
食
店
で
働
く
こ
と
を
目
指
す
外
国
人
留
学
生
の

た
め
の
教
材
開
発 

馬
渕　

花
映

韓
国
人
日
本
語
学
習
者
を
対
象
と
し
た
漢
字
学
習
ス
ト
ラ

テ
ジ
ー
の
一
考
察

〜
漢
字
学
習
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
日
本
語
教
育
に
活
か
す
た
め

に
〜 

満
田　

美
紅

海
外
で
ヒ
ッ
ト
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
戦
略
と
歌
詞
の
位

置
づ
け
の
変
化 

安
田　

結
衣

E
n

glish
 L

earn
ers

’ Vocabu
lary L

earn
in

g 

S
trategies in

 S
pecial R

eferen
ce to R

epetition

 

西
村　
　

蘭

H
ow

 to M
ake a S

m
ooth

 T
ran

sition
 in

 E
n

glish
 

E
du

cation
 from

 E
lem

en
tary to Ju

n
ior H

igh
 

S
ch

ools 

原　
　

愛
実

A
ssessm

en
t of S

peakin
g S

kills in
 Japan

ese 

H
igh

 S
ch

ool E
n

glish
 E

du
cation

 

山
口　

栞
奈

Japan
ese U

n
iversity S

tu
den

ts

’ Kn
ow

ledge of 

an
d A

ttitu
des tow

ards W
orld E

n
glish

es

 

中
村　

有
貴

E
n

glish
 A

bilities N
eeded to B

ecom
e an

 E
n

glish
 

T
each

er at S
econ

dary S
ch

ool in
 Japan

 

加
畑　

貴
之

歌
詞
か
ら
考
察
す
る
ア
イ
ド
ル
と
フ
ァ
ン
の
関
係
性

 

酒
井
香
菜
子
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ビ
ジ
ネ
ス
場
面
に
お
け
る
若
手
女
性
社
員
の
効
率
的
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
：
メ
タ
分
析
的
ア
プ
ロ
ー
チ

 

渡
邉　
　

文

行
為
要
求
の
断
り
場
面
に
お
け
る
「
前
置
き
表
現
」
の
効
果

 

岩
谷　

直
将

　

 

　

テ
ー
マ
リ
サ
ー
チ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　

 

　

心
（
感
情
）
と
身
体
と
の
関
係
性

―
ヨ
ー
ガ
の
実
践
を
通
し
て
の
一
考
察
― 

河
原
林
理
絵

心
、
特
に
感
情
と
体
を
大
切
に
す
る
事

―
自
分
を
発
見
す
る
― 
木
村　

美
咲

ヨ
ー
ガ
を
通
じ
て
の
心
身
の
変
化
に
関
す
る
研
究

 

立
元　

祐
貴

抑
圧
さ
れ
た
感
情
の
向
こ
う
へ

―
ヨ
ー
ガ
実
践
を
と
お
し
て
― 

新　
　

安
紀

ヨ
ガ
に
よ
る
自
己
変
容
に
つ
い
て 

新
田　

康
憲

心
と
体
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て　

〜
ヨ
ー
ガ
に
よ
る
健
康
回
復
を
中
心
に
〜 

二
ノ
宮
久
美

私
の
礎

―
ヨ
ー
ガ
を
通
じ
て
見
つ
け
た
私
― 

大
橋　

恭
平

射
撃
と
心
身
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル 

久
保　

結
子

ヨ
ー
ガ
と
不
眠
症
の
改
善
に
関
す
る
研
究 

野
上　

佑
輔

「
我
慢
」
の
克
服

―
ヨ
ー
ガ
実
践
を
通
し
て
の
心
身
の
変
化
― 

飯
田
花
菜
子

ヨ
ガ
の
観
点
か
ら
み
た
身
体
と
の
関
わ
り
方
に
関
す
る
研
究

 

南
條　

文
哉

ヨ
ー
ガ
の
心
身
効
果
に
関
す
る
理
論
的
・
実
践
的
研
究

 

池
田
あ
か
ね

戦
後
の
小
学
校
給
食
―
大
山
崎
小
学
校
を
中
心
に

 

林　

千
菜
美

一
九
六
〇
年
代
の
京
都
府
乙
訓
地
域
に
お
け
る
小
学
校
の

運
営
と
実
践

―
大
山
崎
小
学
校
を
中
心
と
し
て
― 

本
庄　
　

葵

戦
後
の
小
学
校
に
お
け
る
学
校
保
健

〜
大
山
崎
小
学
校
を
中
心
に
〜 

柳
原　

光
留

選
書
論
か
ら
み
た
大
山
崎
小
学
校
図
書
館
の
蔵
書
の
変
化

に
つ
い
て 

今
勝　

春
菜

学
校
日
誌
か
ら
み
る
戦
後
の
大
山
崎
小
学
校 

岡
田　

美
樹

小
学
校
養
護
教
諭
と
子
ど
も
の
心
の
問
題 

柏
木　

亜
梨

京
都
府
の
小
学
校
教
育
と
地
域
と
の
関
わ
り
の
変
化

〜
乙
訓
地
域
を
中
心
と
し
て
〜 

佐
藤　

桂
輔

一
九
三
〇
年
代
の
尋
常
小
学
校
に
お
け
る
歴
史
教
育
の
地

域
性

―
乙
訓
周
辺
地
域
の
事
例
研
究
― 

澁
谷　

晃
平

戦
後
の
小
学
校
体
育
科
教
育 

仲
野
む
つ
き

戦
前
か
ら
戦
後
の
教
員
養
成
制
度
の
変
遷
―
大
山
崎
小
学

校
を
一
例
と
し
て 

中
村　

俊
輝

戦
後
期
の
小
学
校
に
お
け
る
寄
生
虫
病
対
策
―
大
山
崎
小

学
校
の
事
例
研
究 

牧
島　
　

愛

戦
前
期
に
お
け
る
小
学
校
の
成
績
評
価
に
関
す
る
通
時
的
分
析

―
明
治
34
年
〜
昭
和
25
年
の
大
山
崎
小
学
校
の
学
籍
簿
の
研
究
―

 
松
田　

匠
史

備
品
目
録
か
ら
見
た
戦
前
の
小
学
校
教
育

―
大
山
崎
小
学
校
を
中
心
と
し
て
― 

𠮷
田　

真
成

ミ
シ
ン
の
歴
史
と
家
庭
教
育
と
の
関
わ
り 

江
川　

健
太

大
山
崎
小
学
校
高
等
科
進
学
率
の
変
動
か
ら
み
る
地
域
的

事
象 

今
川　

博
雅

道
徳
教
育
と
の
関
わ
り
か
ら
み
た
戦
後
の
小
学
校
図
書
館

蔵
書

―
大
山
崎
小
学
校
を
中
心
に
― 

堀
田　

真
世

戦
後
の
小
学
校
に
お
け
る
学
芸
関
係
行
事
―
大
山
崎
小
学

校
を
中
心
に
― 

三
宅　

泰
人

電
子
書
籍
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
可
能
性 

安
江　

崇
人

デ
ジ
タ
ル
環
境
下
に
お
け
る
学
習
塾
の
展
開 

平
松　

美
有

電
子
出
版
と
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー 

読
書
困
難
者
の
ア

ク
セ
ス
保
障
の
観
点
か
ら 

井　
　

聡
子

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
新
展
開
―
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
活

用
事
例
の
考
察 

佐
藤　

友
加

デ
ジ
タ
ル
絵
本
の
可
能
性 

清
水　

彩
江

大
学
図
書
館
に
お
け
る
電
子
書
籍
の
活
用 

岡
田　

有
毅

大
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
資
料
の
活
用

 

佐
久
間
勝
基

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
地
域
資
料
の
活
性
化
―
「
東
寺
百
合

文
書
Ｗ
Ｅ
Ｂ
」
の
事
例
を
中
心
に 

中
村　

佳
正

公
共
図
書
館
へ
の
デ
ジ
タ
ル
資
料
導
入
に
関
す
る
考
察

 

山
﨑　

礼
真

大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
お
け
る
京
都
花
街
の
内
部
構
造

―
『
技
芸
倶
楽
部
』
の
分
析
か
ら
― 

岡
本　

尚
子

新
京
極
に
お
け
る
寄
席
の
盛
衰 

杉
本　

真
悠

市
街
地
再
開
発
に
と
も
な
う
地
域
の
変
容

―
京
都
駅
南
口
周
辺
地
域
を
事
例
と
し
て
― 

東　
　

志
保
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京
都
・
崇
仁
地
区
に
お
け
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
景
観
の

変
容 

飯
田
ち
ひ
ろ

京
都
市
内
に
お
い
て
公
設
小
売
市
場
が
果
た
し
た
役
割
と

そ
の
跡
地
利
用 

椛
田　

佳
希

京
都
花
街
に
お
け
る
お
茶
屋
の
減
少
と
景
観
的
特
徴

―
宮
川
町
を
事
例
と
し
て
― 

齊
藤　

綾
華

京
都
に
お
け
る
「
会
館
建
築
」
の
分
布
と
現
状 

多
田　

有
希

西
陣
京
極
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
映
画
館
の
盛
衰

 

松
尾　

美
々

京
都
〈
新
門
前
〉
に
お
け
る
美
術
店
街
の
形
成 

小
西　

沙
織

近
代
京
都
に
お
け
る
旧
市
街
地
外
縁
部
の
変
容

―
二
条
城
周
辺
と
壬
生
界
隈
の
比
較
か
ら
― 
坂
井　

綾
花

京
都
・
嵐
山
に
お
け
る
観
光
地
型
商
業
集
積
の
変
容

―
タ
レ
ン
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
盛
衰
に
着
目
し
て
― 

鈴
木　
　

初

京
都
の
伝
統
的
花
街
「
先
斗
町
」
に
お
け
る
建
物
用
途
の

変
遷

―
お
茶
屋
の
変
化
に
着
目
し
て
― 

髙
木　

美
佳

裏
寺
町
に
お
け
る
商
業
環
境
の
変
容 

千
葉
さ
ら
ら

近
代
京
都
に
お
け
る
画
家
の
居
住
地
選
好
『
日
本
美
術
年

鑑
』（
昭
和
13
年
）
の
分
析
を
中
心
に 

松
村　

光
眞

近
代
京
都
に
お
け
る
近
郊
農
村
の
変
容

―
壬
生
を
事
例
に
― 

前　
　

侑
果

説
明
文
読
解
に
お
け
る
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
導
入
の
効
果

 

金
原　

博
洋

中
学
生
段
階
に
お
け
る
情
報
モ
ラ
ル
教
育 

島
本　
　

涼

大
学
生
の
朝
起
き
に
対
す
る
動
機
づ
け
の
効
果 

小
池
か
な
え

大
学
生
に
お
け
る
気
晴
ら
し
の
種
類
と
そ
の
効
果

 

馬
場　

美
佐

イ
ギ
リ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
放
送
に
お
け
る
商
業
化
と
公
共
性

の
問
題 

小
山　

裕
斗

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
服
飾
の
歴
史 

増
川　

梨
那

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ブ
ラ
ン
ド
意
識 

加
藤　

佑
輝

近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
生
活
に
お
け
る
音
楽
の
役
割
と
そ
の

変
化 

苫
米
地
華
衣

戦
後
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ヒ
ト
ラ
ー
・
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

 

浅
野　

翔
也

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
サ
ッ
カ
ー
の
社
会
的
影
響 

岡
田　

雅
仁

現
代
ス
ペ
イ
ン
・
サ
ッ
カ
ー
界
の
発
展
と
そ
の
問
題

 

細
川　

晋
士

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
女
性
の
社
会
進
出 

白
倉　

知
穂

現
代
フ
ラ
ン
ス
の
家
族 

伊
藤
紗
也
子

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
問
題
に
関
す
る
考
察 

金
津　

亜
美

現
代
日
本
に
お
け
る
女
性
の
貧
困
問
題

〜
ド
イ
ツ
と
比
較
し
て
〜 

守
山　

晴
香

装
飾
美
術
と
現
代
都
市
生
活 

山
本　

櫻
子

ク
ロ
ア
チ
ア
の
平
和 

安
部　

智
絵

フ
ー
リ
ガ
ン
と
サ
ッ
カ
ー
の
歴
史
的
考
察 

加
藤　

直
人

諸
葛
亮
死
後
の
蜀
漢
政
権
に
つ
い
て 

伊
藤　

圭
祐

財
神
と
し
て
の
関
羽 

平
湯　

恵
理

赤
壁
の
戦
い
に
お
け
る
疫
病 

𠮷
本　
　

愛

日
本
の
文
芸
作
品
に
み
る
諸
葛
亮
孔
明 

〜
漢
詩
文
、
川
柳
を
中
心
と
し
て
〜 

渡
邉　

真
帆

後
漢
時
代
の
袁
紹
軍
団
に
つ
い
て 
中
村　

亮
介

北
方
謙
三
マ
ン
ガ
「
三
国
志
」
に
お
け
る
分
析 
吉
村　

善
諭

「
木
牛
流
馬
」
―
そ
の
研
究
と
そ
の
解
釈 
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